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下
水
道
に
つ
い
て

令
和
４
年
　
火
災
・
救
急
・
交
通
事
故
の
記
録

火
災
火
災

令和４年の火災発生状況
区　　　分

出　火　件　数

建　物　火　災

全　　　　　焼

損　　害　　額

人的被害　死者

　　　　負傷者

令和４年

　２件

　０件

　０棟

０

　０名

　０名

令和３年

　６件

　５件

　６棟

2,889万円

　１名

　２名

　
加
茂
市
で
起
こ
っ
た
昨
年
１
年
間
の
火
災
・
救
急
、
交
通
事
故
の
記
録
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
交
通
事
故
で
は
、
発
生
件
数
が
424
件
で
死
亡
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
火
災

は
２
件
発
生
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
幸
い
な
こ
と
に
、
人
的
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
交
通
事
故
、
火
災
な
ど
で
は
、
わ
ず
か
な
こ
と
が
原
因
で
重
大
な
被
害
に
つ
な
が
り

ま
す
。
今
一
度
、
交
通
安
全
、
火
の
取
り
扱
い
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
加
茂
市
に
お
け
る
令
和
４
年
中
に
発

生
し
た
火
災
は
２
件
で
す
。
２
件
と
も

「
そ
の
他
」
火
災
で
、
竹
林
の
下
草
が

燃
え
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
置
か

れ
た
木
材
が
燃
え
た
り
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
小
規
模
な
も
の
で
し
た
。

　
火
災
は
、
さ
さ
い
な
原
因
で
も
起
こ

り
ま
す
。
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
、
大

切
な
生
命
・
財
産
を
焼
き
尽
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。
火
災
か
ら
大
切
な
も
の
を

守
る
た
め
に
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
、
火
を
消
す
ま
で
そ
ば
を
離
れ
な
い

こ
と
を
こ
こ
ろ
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
中
、
加
茂
市
で
は
１
，
１
５

４
件
の
救
急
出
動
が
あ
り
、
963
人
の

傷
病
者
が
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
前
年
に
比
べ
る
と
出
動
件
数

で
33
件
、
搬
送
人
員
で
20
人
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　
出
動
件
数
を
１
日
当
た
り
の
平
均

で
表
す
と
約
３
・
16
件
で
、
約
８
時

間
に
１
回
の
割
合
で
出
動
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
加
茂
市
民
の
26
人
に

１
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が

804
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
一
般
負

傷
の
189
件
、
転
院
搬
送
の
90
件
、
交

通
事
故
の
37
件
と
な
り
ま
し
た
。

火災発生場所は
「災害テレホンガイド」
（☎５２－１２３３）
110（事件・事故）119（火災・救急）は、
緊急時のための電話番号です。火災発生
場所を知りたいときは、上記災害テレホ
ンガイドをご利用ください。

急急
救救

一般負傷
189件
一般負傷
189件

交通事故
37件

交通事故
37件

その他
124件

令和４年
総出動件数
1,154件

転院搬送
90件

急病
804件
急病
804件

問  加茂地域消防本部（☎52-1770　火災・救急）

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
１ステップでした。この後は、田上町・加茂市において複数の建設候補地を抽出
する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等

の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果

の図面（加茂市・田上町）は、加茂市ホームページ内の組合ペー

ジにて公表しています。また、田上町役場町民課と組合事務局

（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。

（閲覧時間：開庁日の午前8時30分～午後5時15分まで）

※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！

ダンボールは資源ごみ
捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率

日量あたりの減少量

日量あたりの減少量（目標値）

1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。

-235.53t(-2.62%)

①
除外地域の設定

②
複数の建設候補
地を抽出

③
複数の建設候補
地の比較検討

④
複数の建設候補
地の絞り込み完  了

新設する清掃センターの建設用地選定において、
建設をすべきでない除外地域の設定が完了しました

図面はホームページより

・土砂災害特別警戒区域
・都市公園
・史跡
・国有林
・急傾斜地崩落危険地域
・水源地
・保安林
・砂防指定地
・県立自然公園
・活断層

「建設をすべきでない除外地域」
として設定された詳細事項

加茂市田上町消防衛生保育組合
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雨水排水ポンプ場
　大雨で道路などが浸水することがありま
す。その時には、雨水をくみあげて川に放
流する雨水排水ポンプ場という施設が稼働
します。加茂市内には下条川左岸に下条雨
水排水ポンプ場、加茂川右岸に千刈雨水排
水ポンプ場、左岸に西加茂雨水排水ポンプ
場の計３か所あります。
　雨水排水ポンプ場を整備することで、豪
雨時に雨水がたまらないようすばやく処理
をすることが可能になり、浸水被害を防ぎ
ます。
　雨水排水ポンプ場は集中豪雨による増水
に備え常時監視を続けており、加茂市の安
全安心な環境を守る、大きな役割をになっ
ています。

　これらの施設を、市民の皆さまが直接目
にすることはあまりないかもしれません
が、施設が止まってしまうと市民生活が立
ち行かなくなってしまいます。施設が常時
動いている・動ける体制でいることで、市
民の皆さまの安心・安全な生活を支える縁
の下の力持ちのような存在なので、皆さま
に知っていただきたいと思いました。
　今後もこれらの施設をしっかりと管理・
運用し、安心・安全な市民生活の確保につ
とめてまいります。

ポンプ数 　 ２
揚水能力 　 ２９１㎥ /分（雨水）

ポンプ数 　 ４
揚水能力 　 １７９㎥ /分（雨水）

ポンプ数 　 ２
揚水能力 　 ３３㎥ /分（雨水）

西加茂雨水排水ポンプ場

下条雨水排水ポンプ場

千刈雨水排水ポンプ場千刈雨水排水ポンプ場
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表紙

加茂市長　藤田　明美

下水道（浄化センター、雨水排水ポンプ場）について

　今月は下水道についてご説明します。
　加茂市の下水道は、宅地や道路から流れる「雨水」と、家庭や事業所などから排水される
「汚水」を別々に処理する「分流式下水道」を採用しています。
　雨水は側溝や水路を通って河川に流します。汚水は、家庭・学校などで出た汚れた水を、
水が高いところから低いところへ流れる「自然流下」を利用し、下水管で流して浄化セン
ターへ送ります。

　浄化センターでは汚れた水を、きれいにして川に戻します。汚れた水が浄化センターに着
いてから、きれいになって川に戻されるまでに、およそ１２時間かかります。
　また、処理の過程で発生する汚泥は、濃縮して量を少なくし、密閉されたタンク内で細菌
類のはたらきにより、ガスと水に分解して更に減量します。残った汚泥には薬品を加えて脱
水し、肥料やセメントの原料に利用します。

加茂市浄化センター

敷地面積 　 4.82ha
現処理能力 　 日最大 10，000㎥ /日
認可汚水量 　 日最大 14，000㎥ /日
処理方法 　 標準活性汚泥法
排除方式 　 分流式

加茂市浄化センター（外観）

加茂市浄化センター（場内）

市民生活を支える縁の下の力持ち
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の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果

の図面（加茂市・田上町）は、加茂市ホームページ内の組合ペー

ジにて公表しています。また、田上町役場町民課と組合事務局

（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。

（閲覧時間：開庁日の午前8時30分～午後5時15分まで）

※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！

ダンボールは資源ごみ
捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率

日量あたりの減少量

日量あたりの減少量（目標値）

1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。

-235.53t(-2.62%)

①
除外地域の設定

②
複数の建設候補
地を抽出

③
複数の建設候補
地の比較検討

④
複数の建設候補
地の絞り込み完  了

新設する清掃センターの建設用地選定において、
建設をすべきでない除外地域の設定が完了しました

図面はホームページより
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「建設をすべきでない除外地域」
として設定された詳細事項

加茂市田上町消防衛生保育組合
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雨水排水ポンプ場
　大雨で道路などが浸水することがありま
す。その時には、雨水をくみあげて川に放
流する雨水排水ポンプ場という施設が稼働
します。加茂市内には下条川左岸に下条雨
水排水ポンプ場、加茂川右岸に千刈雨水排
水ポンプ場、左岸に西加茂雨水排水ポンプ
場の計３か所あります。
　雨水排水ポンプ場を整備することで、豪
雨時に雨水がたまらないようすばやく処理
をすることが可能になり、浸水被害を防ぎ
ます。
　雨水排水ポンプ場は集中豪雨による増水
に備え常時監視を続けており、加茂市の安
全安心な環境を守る、大きな役割をになっ
ています。

　これらの施設を、市民の皆さまが直接目
にすることはあまりないかもしれません
が、施設が止まってしまうと市民生活が立
ち行かなくなってしまいます。施設が常時
動いている・動ける体制でいることで、市
民の皆さまの安心・安全な生活を支える縁
の下の力持ちのような存在なので、皆さま
に知っていただきたいと思いました。
　今後もこれらの施設をしっかりと管理・
運用し、安心・安全な市民生活の確保につ
とめてまいります。

ポンプ数 　 ２
揚水能力 　 ２９１㎥ /分（雨水）

ポンプ数 　 ４
揚水能力 　 １７９㎥ /分（雨水）

ポンプ数 　 ２
揚水能力 　 ３３㎥ /分（雨水）

西加茂雨水排水ポンプ場

下条雨水排水ポンプ場

千刈雨水排水ポンプ場千刈雨水排水ポンプ場
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表紙

加茂市長　藤田　明美

下水道（浄化センター、雨水排水ポンプ場）について

　今月は下水道についてご説明します。
　加茂市の下水道は、宅地や道路から流れる「雨水」と、家庭や事業所などから排水される
「汚水」を別々に処理する「分流式下水道」を採用しています。
　雨水は側溝や水路を通って河川に流します。汚水は、家庭・学校などで出た汚れた水を、
水が高いところから低いところへ流れる「自然流下」を利用し、下水管で流して浄化セン
ターへ送ります。

　浄化センターでは汚れた水を、きれいにして川に戻します。汚れた水が浄化センターに着
いてから、きれいになって川に戻されるまでに、およそ１２時間かかります。
　また、処理の過程で発生する汚泥は、濃縮して量を少なくし、密閉されたタンク内で細菌
類のはたらきにより、ガスと水に分解して更に減量します。残った汚泥には薬品を加えて脱
水し、肥料やセメントの原料に利用します。

加茂市浄化センター

敷地面積 　 4.82ha
現処理能力 　 日最大 10，000㎥ /日
認可汚水量 　 日最大 14，000㎥ /日
処理方法 　 標準活性汚泥法
排除方式 　 分流式

加茂市浄化センター（外観）

加茂市浄化センター（場内）

市民生活を支える縁の下の力持ち
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令
和
４
年
火
災
・
救
急
・
交
通
事
故
の
記
録

交
通
事
故

交
通
事
故

令
和
４
年
に
加
茂
市
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は
424
件
あ
り
ま
し
た
。
物
損
事

故
（
け
が
を
伴
わ
な
い
事
故
）
409
件
、

人
身
事
故
（
け
が
を
伴
う
事
故
）
15
件
、

傷
者
数
15
人
で
し
た
。
令
和
３
年
と
比

べ
る
と
物
損
事
故
件
数
、
人
身
事
故
件

数
、
傷
者
数
は
い
ず
れ
も
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
死
亡
交
通
事
故
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

歩
行
者
及
び
自
転
車
の
安
全
確
保

　
昨
年
の
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故

死
者
数
に
占
め
る
歩
行
者
の
割
合
は

24
・
６
％
、
自
転
車
乗
用
中
の
割
合

は
18
・
０
％
で
し
た
。

横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
最
優
先
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
横
断
歩
道
の
手

前
で
は
減
速
す
る
な
ど
、
横
断
し
よ
う

と
し
て
い
る
歩
行
者
に
備
え
、
横
断
者

が
い
る
と
き
は
必
ず
一
時
停
止
し
ま

し
ょ
う
。

　
自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
は
「
自

転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

　
自
転
車
利
用
者
は
、
加
害
者
と
な
り

得
る
側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
車
両
と

し
て
の
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、「
新
潟
県
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
で

義
務
化
さ
れ
た
自
転
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
等
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
時
の
被
害
軽
減
の

た
め
、
す
べ
て
の
年
齢
層
で
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
人
の
命
に
直
結
す
る
危

険
で
悪
質
な
犯
罪
で
す
。「
飲
酒
運
転

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
で
な

く
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
等
も
協
力
し

て
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
課
（
☎
内
線
151
）

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
昨
年
の
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故

死
者
数
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は

67
・
２
％
で
、
19
年
連
続
で
全
死
者

の
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
運
転
者
の
加
害
事
故
に
よ
る
死

者
数
も
全
死
者
の
37
・
７
％
を
占
め

て
お
り
、
高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る

事
故
の
防
止
と
と
も
に
高
齢
運
転
者

が
加
害
者
と
な
る
事
故
の
防
止
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
の
徹
底

　
万
が
一
の
交
通
事
故
の
と
き
、
事
故

の
衝
撃
な
ど
か
ら
命
を
守
っ
て
く
れ
る

の
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
で
す
。
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

６
歳
未
満
の
子
ど
も
に
は
、
必
ず
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

「自転車安全利用五則」
①車道が原則、左側を通行
　歩道は例外、歩行者を優先
②交差点では信号と一時停止を
　守って、安全確認
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転は禁止
⑤ヘルメットを着用

加茂市の交通事故状況

人身事故（件） 物損事故（件） 傷者数（人）

30年　　  元年　　 2年　　   3年　  4年
23 31 24

15

15

29

事
故
件
数

傷
者
数

400

600

800

200

0 0

522

435

394
429

409

25

36

24
29

50

100

150

=死者数（1人）
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下
水
道
に
つ
い
て

令
和
４
年
　
火
災
・
救
急
・
交
通
事
故
の
記
録

火
災
火
災

令和４年の火災発生状況
区　　　分

出　火　件　数

建　物　火　災

全　　　　　焼

損　　害　　額

人的被害　死者

　　　　負傷者

令和４年

　２件

　０件

　０棟

０

　０名

　０名

令和３年

　６件

　５件

　６棟

2,889万円

　１名

　２名

　
加
茂
市
で
起
こ
っ
た
昨
年
１
年
間
の
火
災
・
救
急
、
交
通
事
故
の
記
録
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
交
通
事
故
で
は
、
発
生
件
数
が
424
件
で
死
亡
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
火
災

は
２
件
発
生
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
幸
い
な
こ
と
に
、
人
的
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
交
通
事
故
、
火
災
な
ど
で
は
、
わ
ず
か
な
こ
と
が
原
因
で
重
大
な
被
害
に
つ
な
が
り

ま
す
。
今
一
度
、
交
通
安
全
、
火
の
取
り
扱
い
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
加
茂
市
に
お
け
る
令
和
４
年
中
に
発

生
し
た
火
災
は
２
件
で
す
。
２
件
と
も

「
そ
の
他
」
火
災
で
、
竹
林
の
下
草
が

燃
え
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
置
か

れ
た
木
材
が
燃
え
た
り
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
小
規
模
な
も
の
で
し
た
。

　
火
災
は
、
さ
さ
い
な
原
因
で
も
起
こ

り
ま
す
。
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
、
大

切
な
生
命
・
財
産
を
焼
き
尽
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。
火
災
か
ら
大
切
な
も
の
を

守
る
た
め
に
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
、
火
を
消
す
ま
で
そ
ば
を
離
れ
な
い

こ
と
を
こ
こ
ろ
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
中
、
加
茂
市
で
は
１
，
１
５

４
件
の
救
急
出
動
が
あ
り
、
963
人
の

傷
病
者
が
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
前
年
に
比
べ
る
と
出
動
件
数

で
33
件
、
搬
送
人
員
で
20
人
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　
出
動
件
数
を
１
日
当
た
り
の
平
均

で
表
す
と
約
３
・
16
件
で
、
約
８
時

間
に
１
回
の
割
合
で
出
動
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
加
茂
市
民
の
26
人
に

１
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が

804
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
一
般
負

傷
の
189
件
、
転
院
搬
送
の
90
件
、
交

通
事
故
の
37
件
と
な
り
ま
し
た
。

火災発生場所は
「災害テレホンガイド」
（☎５２－１２３３）
110（事件・事故）119（火災・救急）は、
緊急時のための電話番号です。火災発生
場所を知りたいときは、上記災害テレホ
ンガイドをご利用ください。

急急
救救

一般負傷
189件
一般負傷
189件

交通事故
37件

交通事故
37件

その他
124件

令和４年
総出動件数
1,154件

転院搬送
90件

急病
804件
急病
804件

問  加茂地域消防本部（☎52-1770　火災・救急）

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
１ステップでした。この後は、田上町・加茂市において複数の建設候補地を抽出
する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等

の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果

の図面（加茂市・田上町）は、加茂市ホームページ内の組合ペー

ジにて公表しています。また、田上町役場町民課と組合事務局

（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。

（閲覧時間：開庁日の午前8時30分～午後5時15分まで）

※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！

ダンボールは資源ごみ
捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率

日量あたりの減少量

日量あたりの減少量（目標値）

1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。

-235.53t(-2.62%)

①
除外地域の設定

②
複数の建設候補
地を抽出

③
複数の建設候補
地の比較検討

④
複数の建設候補
地の絞り込み完  了

新設する清掃センターの建設用地選定において、
建設をすべきでない除外地域の設定が完了しました

図面はホームページより

・土砂災害特別警戒区域
・都市公園
・史跡
・国有林
・急傾斜地崩落危険地域
・水源地
・保安林
・砂防指定地
・県立自然公園
・活断層

「建設をすべきでない除外地域」
として設定された詳細事項

加茂市田上町消防衛生保育組合

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
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する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。
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「建設をすべきでない除外地域」
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雨水排水ポンプ場
　大雨で道路などが浸水することがありま
す。その時には、雨水をくみあげて川に放
流する雨水排水ポンプ場という施設が稼働
します。加茂市内には下条川左岸に下条雨
水排水ポンプ場、加茂川右岸に千刈雨水排
水ポンプ場、左岸に西加茂雨水排水ポンプ
場の計３か所あります。
　雨水排水ポンプ場を整備することで、豪
雨時に雨水がたまらないようすばやく処理
をすることが可能になり、浸水被害を防ぎ
ます。
　雨水排水ポンプ場は集中豪雨による増水
に備え常時監視を続けており、加茂市の安
全安心な環境を守る、大きな役割をになっ
ています。

　これらの施設を、市民の皆さまが直接目
にすることはあまりないかもしれません
が、施設が止まってしまうと市民生活が立
ち行かなくなってしまいます。施設が常時
動いている・動ける体制でいることで、市
民の皆さまの安心・安全な生活を支える縁
の下の力持ちのような存在なので、皆さま
に知っていただきたいと思いました。
　今後もこれらの施設をしっかりと管理・
運用し、安心・安全な市民生活の確保につ
とめてまいります。

ポンプ数 　 ２
揚水能力 　 ２９１㎥ /分（雨水）

ポンプ数 　 ４
揚水能力 　 １７９㎥ /分（雨水）

ポンプ数 　 ２
揚水能力 　 ３３㎥ /分（雨水）

西加茂雨水排水ポンプ場

下条雨水排水ポンプ場

千刈雨水排水ポンプ場千刈雨水排水ポンプ場
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令
和
４
年
火
災
・
救
急
・
交
通
事
故
の
記
録

交
通
事
故

交
通
事
故

令
和
４
年
に
加
茂
市
内
で
発
生
し
た
交

通
事
故
は
424
件
あ
り
ま
し
た
。
物
損
事

故
（
け
が
を
伴
わ
な
い
事
故
）
409
件
、

人
身
事
故
（
け
が
を
伴
う
事
故
）
15
件
、

傷
者
数
15
人
で
し
た
。
令
和
３
年
と
比

べ
る
と
物
損
事
故
件
数
、
人
身
事
故
件

数
、
傷
者
数
は
い
ず
れ
も
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
死
亡
交
通
事
故
の
発
生
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

歩
行
者
及
び
自
転
車
の
安
全
確
保

　
昨
年
の
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故

死
者
数
に
占
め
る
歩
行
者
の
割
合
は

24
・
６
％
、
自
転
車
乗
用
中
の
割
合

は
18
・
０
％
で
し
た
。

横
断
歩
道
は
歩
行
者
が
最
優
先
で

す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
横
断
歩
道
の
手

前
で
は
減
速
す
る
な
ど
、
横
断
し
よ
う

と
し
て
い
る
歩
行
者
に
備
え
、
横
断
者

が
い
る
と
き
は
必
ず
一
時
停
止
し
ま

し
ょ
う
。

　
自
転
車
を
利
用
す
る
皆
さ
ん
は
「
自

転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

　
自
転
車
利
用
者
は
、
加
害
者
と
な
り

得
る
側
面
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
車
両
と

し
て
の
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
す
る
と
と

も
に
、「
新
潟
県
自
転
車
の
安
全
で
適

正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」
で

義
務
化
さ
れ
た
自
転
車
損
害
賠
償
責
任

保
険
等
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
事
故
発
生
時
の
被
害
軽
減
の

た
め
、
す
べ
て
の
年
齢
層
で
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
人
の
命
に
直
結
す
る
危

険
で
悪
質
な
犯
罪
で
す
。「
飲
酒
運
転

を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
許
さ
な
い
」

を
合
言
葉
に
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
で
な

く
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
等
も
協
力
し

て
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
環
境
課
（
☎
内
線
151
）

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
昨
年
の
県
内
に
お
け
る
交
通
事
故

死
者
数
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は

67
・
２
％
で
、
19
年
連
続
で
全
死
者

の
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
運
転
者
の
加
害
事
故
に
よ
る
死

者
数
も
全
死
者
の
37
・
７
％
を
占
め

て
お
り
、
高
齢
者
が
被
害
者
と
な
る

事
故
の
防
止
と
と
も
に
高
齢
運
転
者

が
加
害
者
と
な
る
事
故
の
防
止
も
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
着
用
の
徹
底

　
万
が
一
の
交
通
事
故
の
と
き
、
事
故

の
衝
撃
な
ど
か
ら
命
を
守
っ
て
く
れ
る

の
は
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
で
す
。
す
べ
て
の
座
席
で
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

６
歳
未
満
の
子
ど
も
に
は
、
必
ず
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

「自転車安全利用五則」
①車道が原則、左側を通行
　歩道は例外、歩行者を優先
②交差点では信号と一時停止を
　守って、安全確認
③夜間はライトを点灯
④飲酒運転は禁止
⑤ヘルメットを着用

加茂市の交通事故状況

人身事故（件） 物損事故（件） 傷者数（人）

30年　　  元年　　 2年　　   3年　  4年
23 31 24

15

15

29

事
故
件
数

傷
者
数

400

600

800

200

0 0

522

435

394
429

409

25

36

24
29

50

100

150

=死者数（1人）
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下
水
道
に
つ
い
て

令
和
４
年
　
火
災
・
救
急
・
交
通
事
故
の
記
録

火
災
火
災

令和４年の火災発生状況
区　　　分

出　火　件　数

建　物　火　災

全　　　　　焼

損　　害　　額

人的被害　死者

　　　　負傷者

令和４年

　２件

　０件

　０棟

０

　０名

　０名

令和３年

　６件

　５件

　６棟

2,889万円

　１名

　２名

　
加
茂
市
で
起
こ
っ
た
昨
年
１
年
間
の
火
災
・
救
急
、
交
通
事
故
の
記
録
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
。
交
通
事
故
で
は
、
発
生
件
数
が
424
件
で
死
亡
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
火
災

は
２
件
発
生
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
幸
い
な
こ
と
に
、
人
的
被
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。
交
通
事
故
、
火
災
な
ど
で
は
、
わ
ず
か
な
こ
と
が
原
因
で
重
大
な
被
害
に
つ
な
が
り

ま
す
。
今
一
度
、
交
通
安
全
、
火
の
取
り
扱
い
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
加
茂
市
に
お
け
る
令
和
４
年
中
に
発

生
し
た
火
災
は
２
件
で
す
。
２
件
と
も

「
そ
の
他
」
火
災
で
、
竹
林
の
下
草
が

燃
え
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
置
か

れ
た
木
材
が
燃
え
た
り
し
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
小
規
模
な
も
の
で
し
た
。

　
火
災
は
、
さ
さ
い
な
原
因
で
も
起
こ

り
ま
す
。
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば
、
大

切
な
生
命
・
財
産
を
焼
き
尽
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。
火
災
か
ら
大
切
な
も
の
を

守
る
た
め
に
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意

し
、
火
を
消
す
ま
で
そ
ば
を
離
れ
な
い

こ
と
を
こ
こ
ろ
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
中
、
加
茂
市
で
は
１
，
１
５

４
件
の
救
急
出
動
が
あ
り
、
963
人
の

傷
病
者
が
医
療
機
関
へ
搬
送
さ
れ
ま

し
た
。
前
年
に
比
べ
る
と
出
動
件
数

で
33
件
、
搬
送
人
員
で
20
人
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　
出
動
件
数
を
１
日
当
た
り
の
平
均

で
表
す
と
約
３
・
16
件
で
、
約
８
時

間
に
１
回
の
割
合
で
出
動
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
加
茂
市
民
の
26
人
に

１
人
が
救
急
搬
送
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
事
故
種
別
で
は
、
急
病
が

804
件
と
最
も
多
く
、
次
い
で
一
般
負

傷
の
189
件
、
転
院
搬
送
の
90
件
、
交

通
事
故
の
37
件
と
な
り
ま
し
た
。

火災発生場所は
「災害テレホンガイド」
（☎５２－１２３３）
110（事件・事故）119（火災・救急）は、
緊急時のための電話番号です。火災発生
場所を知りたいときは、上記災害テレホ
ンガイドをご利用ください。

急急
救救

一般負傷
189件
一般負傷
189件

交通事故
37件

交通事故
37件

その他
124件

令和４年
総出動件数
1,154件

転院搬送
90件

急病
804件
急病
804件

問  加茂地域消防本部（☎52-1770　火災・救急）

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
１ステップでした。この後は、田上町・加茂市において複数の建設候補地を抽出
する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等

の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果
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（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。
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※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。
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シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
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雨水排水ポンプ場
　大雨で道路などが浸水することがありま
す。その時には、雨水をくみあげて川に放
流する雨水排水ポンプ場という施設が稼働
します。加茂市内には下条川左岸に下条雨
水排水ポンプ場、加茂川右岸に千刈雨水排
水ポンプ場、左岸に西加茂雨水排水ポンプ
場の計３か所あります。
　雨水排水ポンプ場を整備することで、豪
雨時に雨水がたまらないようすばやく処理
をすることが可能になり、浸水被害を防ぎ
ます。
　雨水排水ポンプ場は集中豪雨による増水
に備え常時監視を続けており、加茂市の安
全安心な環境を守る、大きな役割をになっ
ています。

　これらの施設を、市民の皆さまが直接目
にすることはあまりないかもしれません
が、施設が止まってしまうと市民生活が立
ち行かなくなってしまいます。施設が常時
動いている・動ける体制でいることで、市
民の皆さまの安心・安全な生活を支える縁
の下の力持ちのような存在なので、皆さま
に知っていただきたいと思いました。
　今後もこれらの施設をしっかりと管理・
運用し、安心・安全な市民生活の確保につ
とめてまいります。

ポンプ数 　 ２
揚水能力 　 ２９１㎥ /分（雨水）

ポンプ数 　 ４
揚水能力 　 １７９㎥ /分（雨水）

ポンプ数 　 ２
揚水能力 　 ３３㎥ /分（雨水）

西加茂雨水排水ポンプ場

下条雨水排水ポンプ場

千刈雨水排水ポンプ場千刈雨水排水ポンプ場
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N E W S  T O P I C S
新春市民囲碁大会（1/8）

新春市民将棋大会（1/22）
　中央コミュニティセンターで新春将棋大会が行わ
れました。今年は A～Cクラスに19人、子どもの部
に5人のエントリーがありました。コロナ禍から減
少していた参加人数ですが、今年は数を戻しつつあ
ります。結果は以下のとおりです。
【Aクラス (初段以上 )】①渡辺進 (高須町２ )②山際満
(番田 )③笠原由光 (狭口 )
【Bクラス (一級～十級 )】①林雪男 (新潟市 )②青栁周
平 (番田 )③澤山幹夫 (上町 )
【Cクラス (その他 )】①細川義雄 (矢立 )(新潟日報杯 )
②諸橋瑛心 (葵中 )③丸山義紀 (中鵜森 )
【子どもの部】①五十嵐祐輔 (下条小 )②諸橋碧 (下条
小 )③外山依果 (加茂小 )

8日（日）、中央コミュニティセンターで加茂近郊から18
人の囲碁棋士が参加して市民囲碁大会が行われました。
波塚公民館長の挨拶ののち、瀬髙大会委員長からは、最
近の囲碁界の状況の解説や、本大会の説明がありました。
結果は以下のとおりです。
【Aクラス (四段以上 )】①大関勝正 (小橋 )②佐藤正彦 (加
茂新田 )③吉田弘介 (田上町 )
【Ｂクラス (二～三段 )】①江部謙治 (高須町 )(新潟日報杯 )
②尾崎敏 (新栄町 )③笠原光雄 (八幡3)
【Cクラス (級位～初段 )】①本田泰 (田上町 )②田浦甫 (田
上町 )③金子昭夫 (狭口 )

【有料広告】

碁石と盤はしっかり消毒

読み筋一つで勝
敗が決まる

加
茂
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
あ
ら
ま
し

（令和4年4月1日現在）

（各年4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

13,231千円

1.20月分
1.20月分
2.40月分

0.95月分
1.05月分
2.00月分

31.6％

21,117円

14

２年度

３年度

24,993千円

120千円

44,022千円

212千円

令和３年
4
41
14
42
11
1
9
7
15
144
45
45
189
7
8
24
39
228

令和４年
3
42
12
42
14
1
8
7
14
143
44
44
187
8
8
24
40
227

（３年度）

市ホームページでは「加茂市の給与・定員管理の状況」を公開しています。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/33583.html

加茂市公民館では囲碁教室、将棋教室を開催しています。
ご興味のある方は加茂市公民館（☎0256-52-1953 メー
ル kominkan@city.kamo.niigata.jp）へお問い合わせ
ください。

配偶者・父母等は 6,500 円、子は 10,000 円。満 16 歳年度初めから満 22 歳年度末までの間に
ある子について、1人につき 5,000 円を加算。

借家は月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高 28,000 円（家賃の額が 61,000 円以上の場合）まで支給する。

交通機関（バス・電車）利用者は、負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで支給する
（定期券の場合は通用期間ごとに支給）。
交通用具（自動車等）利用者は片道の通勤距離に応じて2,000円から最高31,600円まで支給する。
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3 年 度 ４年１月１日
25,625人

元年度の人件費率

12,659,911 1,016,104 1,979,302 15.6％ 14.9％

《参考》

３ 189人 688,367千円 157,457千円 1,053,592千円207,768千円 5,575千円

３

325,602円
326,913円
323,711円

317,108円
327,248円
286,570円

45.6歳
44.2歳
42.7歳

50.2歳
54.2歳
51.1歳

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

2 5 8 , 3 3 3 円 2 8 1 , 6 4 3 円 3 1 9 , 6 4 0 円 3 5 9 , 4 5 7 円
3 2 5 , 7 0 0 円

1.575月分
1.625月分
3.20 月分

1.60月分
1.65月分
3.25 月分

8
5.6

12
8.3

52
36.1

34
23.6

27
18.8

11
7.6

144
100.0
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【Aクラス (四段以上 )】①大関勝正 (小橋 )②佐藤正彦 (加
茂新田 )③吉田弘介 (田上町 )
【Ｂクラス (二～三段 )】①江部謙治 (高須町 )(新潟日報杯 )
②尾崎敏 (新栄町 )③笠原光雄 (八幡3)
【Cクラス (級位～初段 )】①本田泰 (田上町 )②田浦甫 (田
上町 )③金子昭夫 (狭口 )

【有料広告】

碁石と盤はしっかり消毒

読み筋一つで勝
敗が決まる
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（令和4年4月1日現在）

（各年4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

13,231千円

1.20月分
1.20月分
2.40月分

0.95月分
1.05月分
2.00月分

31.6％

21,117円

14

２年度

３年度

24,993千円

120千円

44,022千円

212千円

令和３年
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41
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1
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7
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45
45
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7
8
24
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228

令和４年
3
42
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44
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8
8
24
40
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（３年度）

市ホームページでは「加茂市の給与・定員管理の状況」を公開しています。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/33583.html

加茂市公民館では囲碁教室、将棋教室を開催しています。
ご興味のある方は加茂市公民館（☎0256-52-1953 メー
ル kominkan@city.kamo.niigata.jp）へお問い合わせ
ください。

配偶者・父母等は 6,500 円、子は 10,000 円。満 16 歳年度初めから満 22 歳年度末までの間に
ある子について、1人につき 5,000 円を加算。

借家は月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高 28,000 円（家賃の額が 61,000 円以上の場合）まで支給する。

交通機関（バス・電車）利用者は、負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで支給する
（定期券の場合は通用期間ごとに支給）。
交通用具（自動車等）利用者は片道の通勤距離に応じて2,000円から最高31,600円まで支給する。
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に
ご
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お
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い
し
ま
す
。

3 年 度 ４年１月１日
25,625人

元年度の人件費率

12,659,911 1,016,104 1,979,302 15.6％ 14.9％

《参考》

３ 189人 688,367千円 157,457千円 1,053,592千円207,768千円 5,575千円

３

325,602円
326,913円
323,711円

317,108円
327,248円
286,570円

45.6歳
44.2歳
42.7歳

50.2歳
54.2歳
51.1歳

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

2 5 8 , 3 3 3 円 2 8 1 , 6 4 3 円 3 1 9 , 6 4 0 円 3 5 9 , 4 5 7 円
3 2 5 , 7 0 0 円

1.575月分
1.625月分
3.20 月分

1.60月分
1.65月分
3.25 月分

8
5.6

12
8.3

52
36.1

34
23.6

27
18.8

11
7.6

144
100.0
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ん
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　佐藤さんは穀町商店街で「saten」（読み：サテ
ン）というお店を営んでいます。デザインするもの
は多岐に渡り、企業・個人問わず対応しています。
令和４年９月１日に開業しました。お店にはご自身
がこれまでにデザインされたものが並んでいて、販
売も少し行っています。また一角には、内装を担当
された大工の五十嵐さんがレトロ雑貨を販売する
コーナーもあり、落ち着いた雰囲気です。

　結婚を機に加茂に移り住んだ佐藤さん。長岡生ま
れ、新潟育ちの佐藤さんが新潟のデザイン会社から
独立して加茂でデザイン事務所を立ち上げるきっか
けになったのは、親になったことが大きいといいま
す。佐藤さんは「自分が幼少期に親の仕事で転居が
重なったこともあり、『故郷』という感覚はあまり
ありません。この街で育ち、いずれ巣立っていく子
どもたちには、自分の故郷に誇りをもって生きてほ
しい。そのために自分の職能を活かせたら。」と考
え、会社を辞めて独立する道を選んだそうです。

子どものために自分にできること子どものために自分にできること

　佐藤さんは加茂の街に数年住んでみて「チャレン
ジしようとする人を応援してくれる感じがする。」
とのこと。開業する場所を探していた際にお声がけ
いただいた商店街の方々や、事業を立ち上げる際に
お世話になった商工会議所の方々、商工会議所会員
企業の事業主さんからお仕事を依頼されたりなど、
様々な場面でまちの方々から支援していただいたそ
うです。また、事業を立ち上げる際には「創業チャ
レンジ支援事業補助金」を活用し資金繰りが出来た
そうです。「お世話になっているお礼を、これから
の活動を通じてお返ししていきたいです。」

街のみなさんに支えられて街のみなさんに支えられて

　佐藤さんは今後、春の大型連休中に、冬鳥越ス
キーガーデンでローカルマーケットを開催しよう
と、同業でつながりのある人たちと企画していま
す。また、不定期ですがご自身がパッケージを手掛
けた新潟の有名スイーツの販売もあるそうです。
　お仕事のご連絡はメールから。オープ
ン日やイベントなどの情報はインスタグ
ラム(@saten.design)にてご覧ください。

今後の予定今後の予定

佐藤さんがこれまで手掛けたお仕事が並ぶ

店内は昔の商店のような温かみのある雰囲気です

佐藤さんのお店 saten（サテン）

場　所：加茂市穀町1-3
メール：info@saten-design.jp

お
近
く
の
「
気
に
な
る
人
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問 
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報
広
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係
　（
☎
内
線
327
）

長岡生まれ。新潟大学卒業後、燕三条の
企業に所属し、商品開発やブランド作り
に関わる。新潟の創業50年以上のデザ
イン会社で働いたのち、独立。satenの
由来は、お店の大家がお茶屋さんで、そ
のあたたかなお人柄にあやかり、「茶店
（サテン）」と自身の名前を掛けて。

佐藤貴大さん
さとうたかひろ

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
文化財防火デー放水訓練（1/22）
　22日（日）に、加茂市の文化財に指定されて
いる法音寺のご協力のもと、加茂地域消防署と
加茂市消防団が放水訓練を行いました。
　午前8時45分の訓練開始の合図とともに取水
が始まると、中継のポンプによりすぐに放水が
行われました。
　当日は雪の降りしきる寒さの中での訓練でし
たが、消防団と消防署員の皆さんのスムーズな
連携により、機器トラブルなども無く無事、訓
練を終えることができました。

メルカリで日本初！市役所不用品と清掃センター粗大ごみでダブル出品（２/３）
　加茂市と株式会社メルカリ様、株式会社ソウ
ゾウ様（㈱メルカリの 100％子会社）との包括
連携の一環として、このたびメルカリ Shops
への「新潟県加茂市役所」の出店を開始しました。
市役所内で出た不用品を選別し、メルカリ
Shops へリユース品として出品します。出品物
の写真撮影や梱包・発送などは、市内の就労支
援Ｂ型事業所ＩＷＯＲＫＳ様へ委託することで、
市内就労支援事業所との連携も行います。
　清掃センターの粗大ごみと自治体の不用備品、
どちらの出品にも取り組んでいる自治体は全国
初とのことです。

加茂市消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは加茂地域消防本部警防課☎0256
-52-1770へ。

メルカリ（ウェブ、アプリ）で
「加茂市のまだまだ使えるもの」
と検索することで、今回の出品
がご覧いただけます。今後も様々
な不用品を出品予定です。
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新春市民囲碁大会（1/8）

新春市民将棋大会（1/22）
　中央コミュニティセンターで新春将棋大会が行わ
れました。今年は A～Cクラスに19人、子どもの部
に5人のエントリーがありました。コロナ禍から減
少していた参加人数ですが、今年は数を戻しつつあ
ります。結果は以下のとおりです。
【Aクラス (初段以上 )】①渡辺進 (高須町２ )②山際満
(番田 )③笠原由光 (狭口 )
【Bクラス (一級～十級 )】①林雪男 (新潟市 )②青栁周
平 (番田 )③澤山幹夫 (上町 )
【Cクラス (その他 )】①細川義雄 (矢立 )(新潟日報杯 )
②諸橋瑛心 (葵中 )③丸山義紀 (中鵜森 )
【子どもの部】①五十嵐祐輔 (下条小 )②諸橋碧 (下条
小 )③外山依果 (加茂小 )

8日（日）、中央コミュニティセンターで加茂近郊から18
人の囲碁棋士が参加して市民囲碁大会が行われました。
波塚公民館長の挨拶ののち、瀬髙大会委員長からは、最
近の囲碁界の状況の解説や、本大会の説明がありました。
結果は以下のとおりです。
【Aクラス (四段以上 )】①大関勝正 (小橋 )②佐藤正彦 (加
茂新田 )③吉田弘介 (田上町 )
【Ｂクラス (二～三段 )】①江部謙治 (高須町 )(新潟日報杯 )
②尾崎敏 (新栄町 )③笠原光雄 (八幡3)
【Cクラス (級位～初段 )】①本田泰 (田上町 )②田浦甫 (田
上町 )③金子昭夫 (狭口 )

【有料広告】

碁石と盤はしっかり消毒

読み筋一つで勝
敗が決まる

加
茂
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
あ
ら
ま
し

（令和4年4月1日現在）

（各年4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

13,231千円

1.20月分
1.20月分
2.40月分

0.95月分
1.05月分
2.00月分

31.6％

21,117円

14

２年度

３年度

24,993千円

120千円

44,022千円

212千円
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令和４年
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（３年度）

市ホームページでは「加茂市の給与・定員管理の状況」を公開しています。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/33583.html

加茂市公民館では囲碁教室、将棋教室を開催しています。
ご興味のある方は加茂市公民館（☎0256-52-1953 メー
ル kominkan@city.kamo.niigata.jp）へお問い合わせ
ください。

配偶者・父母等は 6,500 円、子は 10,000 円。満 16 歳年度初めから満 22 歳年度末までの間に
ある子について、1人につき 5,000 円を加算。

借家は月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高 28,000 円（家賃の額が 61,000 円以上の場合）まで支給する。

交通機関（バス・電車）利用者は、負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで支給する
（定期券の場合は通用期間ごとに支給）。
交通用具（自動車等）利用者は片道の通勤距離に応じて2,000円から最高31,600円まで支給する。
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　佐藤さんは穀町商店街で「saten」（読み：サテ
ン）というお店を営んでいます。デザインするもの
は多岐に渡り、企業・個人問わず対応しています。
令和４年９月１日に開業しました。お店にはご自身
がこれまでにデザインされたものが並んでいて、販
売も少し行っています。また一角には、内装を担当
された大工の五十嵐さんがレトロ雑貨を販売する
コーナーもあり、落ち着いた雰囲気です。

　結婚を機に加茂に移り住んだ佐藤さん。長岡生ま
れ、新潟育ちの佐藤さんが新潟のデザイン会社から
独立して加茂でデザイン事務所を立ち上げるきっか
けになったのは、親になったことが大きいといいま
す。佐藤さんは「自分が幼少期に親の仕事で転居が
重なったこともあり、『故郷』という感覚はあまり
ありません。この街で育ち、いずれ巣立っていく子
どもたちには、自分の故郷に誇りをもって生きてほ
しい。そのために自分の職能を活かせたら。」と考
え、会社を辞めて独立する道を選んだそうです。

子どものために自分にできること子どものために自分にできること

　佐藤さんは加茂の街に数年住んでみて「チャレン
ジしようとする人を応援してくれる感じがする。」
とのこと。開業する場所を探していた際にお声がけ
いただいた商店街の方々や、事業を立ち上げる際に
お世話になった商工会議所の方々、商工会議所会員
企業の事業主さんからお仕事を依頼されたりなど、
様々な場面でまちの方々から支援していただいたそ
うです。また、事業を立ち上げる際には「創業チャ
レンジ支援事業補助金」を活用し資金繰りが出来た
そうです。「お世話になっているお礼を、これから
の活動を通じてお返ししていきたいです。」

街のみなさんに支えられて街のみなさんに支えられて

　佐藤さんは今後、春の大型連休中に、冬鳥越ス
キーガーデンでローカルマーケットを開催しよう
と、同業でつながりのある人たちと企画していま
す。また、不定期ですがご自身がパッケージを手掛
けた新潟の有名スイーツの販売もあるそうです。
　お仕事のご連絡はメールから。オープ
ン日やイベントなどの情報はインスタグ
ラム(@saten.design)にてご覧ください。

今後の予定今後の予定

佐藤さんがこれまで手掛けたお仕事が並ぶ

店内は昔の商店のような温かみのある雰囲気です

佐藤さんのお店 saten（サテン）

場　所：加茂市穀町1-3
メール：info@saten-design.jp
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長岡生まれ。新潟大学卒業後、燕三条の
企業に所属し、商品開発やブランド作り
に関わる。新潟の創業50年以上のデザ
イン会社で働いたのち、独立。satenの
由来は、お店の大家がお茶屋さんで、そ
のあたたかなお人柄にあやかり、「茶店
（サテン）」と自身の名前を掛けて。

佐藤貴大さん
さとうたかひろ
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N E W S  T O P I C S
文化財防火デー放水訓練（1/22）
　22日（日）に、加茂市の文化財に指定されて
いる法音寺のご協力のもと、加茂地域消防署と
加茂市消防団が放水訓練を行いました。
　午前8時45分の訓練開始の合図とともに取水
が始まると、中継のポンプによりすぐに放水が
行われました。
　当日は雪の降りしきる寒さの中での訓練でし
たが、消防団と消防署員の皆さんのスムーズな
連携により、機器トラブルなども無く無事、訓
練を終えることができました。

メルカリで日本初！市役所不用品と清掃センター粗大ごみでダブル出品（２/３）
　加茂市と株式会社メルカリ様、株式会社ソウ
ゾウ様（㈱メルカリの 100％子会社）との包括
連携の一環として、このたびメルカリ Shops
への「新潟県加茂市役所」の出店を開始しました。
市役所内で出た不用品を選別し、メルカリ
Shops へリユース品として出品します。出品物
の写真撮影や梱包・発送などは、市内の就労支
援Ｂ型事業所ＩＷＯＲＫＳ様へ委託することで、
市内就労支援事業所との連携も行います。
　清掃センターの粗大ごみと自治体の不用備品、
どちらの出品にも取り組んでいる自治体は全国
初とのことです。

加茂市消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは加茂地域消防本部警防課☎0256
-52-1770へ。

メルカリ（ウェブ、アプリ）で
「加茂市のまだまだ使えるもの」
と検索することで、今回の出品
がご覧いただけます。今後も様々
な不用品を出品予定です。
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N E W S  T O P I C S
新春市民囲碁大会（1/8）

新春市民将棋大会（1/22）
　中央コミュニティセンターで新春将棋大会が行わ
れました。今年は A～Cクラスに19人、子どもの部
に5人のエントリーがありました。コロナ禍から減
少していた参加人数ですが、今年は数を戻しつつあ
ります。結果は以下のとおりです。
【Aクラス (初段以上 )】①渡辺進 (高須町２ )②山際満
(番田 )③笠原由光 (狭口 )
【Bクラス (一級～十級 )】①林雪男 (新潟市 )②青栁周
平 (番田 )③澤山幹夫 (上町 )
【Cクラス (その他 )】①細川義雄 (矢立 )(新潟日報杯 )
②諸橋瑛心 (葵中 )③丸山義紀 (中鵜森 )
【子どもの部】①五十嵐祐輔 (下条小 )②諸橋碧 (下条
小 )③外山依果 (加茂小 )

8日（日）、中央コミュニティセンターで加茂近郊から18
人の囲碁棋士が参加して市民囲碁大会が行われました。
波塚公民館長の挨拶ののち、瀬髙大会委員長からは、最
近の囲碁界の状況の解説や、本大会の説明がありました。
結果は以下のとおりです。
【Aクラス (四段以上 )】①大関勝正 (小橋 )②佐藤正彦 (加
茂新田 )③吉田弘介 (田上町 )
【Ｂクラス (二～三段 )】①江部謙治 (高須町 )(新潟日報杯 )
②尾崎敏 (新栄町 )③笠原光雄 (八幡3)
【Cクラス (級位～初段 )】①本田泰 (田上町 )②田浦甫 (田
上町 )③金子昭夫 (狭口 )

【有料広告】

碁石と盤はしっかり消毒

読み筋一つで勝
敗が決まる

加
茂
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
あ
ら
ま
し

（令和4年4月1日現在）

（各年4年4月1日現在）

（令和4年4月1日現在）

13,231千円

1.20月分
1.20月分
2.40月分

0.95月分
1.05月分
2.00月分

31.6％

21,117円

14

２年度

３年度

24,993千円

120千円

44,022千円

212千円

令和３年
4
41
14
42
11
1
9
7
15
144
45
45
189
7
8
24
39
228

令和４年
3
42
12
42
14
1
8
7
14
143
44
44
187
8
8
24
40
227

（３年度）

市ホームページでは「加茂市の給与・定員管理の状況」を公開しています。
https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/33583.html

加茂市公民館では囲碁教室、将棋教室を開催しています。
ご興味のある方は加茂市公民館（☎0256-52-1953 メー
ル kominkan@city.kamo.niigata.jp）へお問い合わせ
ください。

配偶者・父母等は 6,500 円、子は 10,000 円。満 16 歳年度初めから満 22 歳年度末までの間に
ある子について、1人につき 5,000 円を加算。

借家は月額 16,000 円を超える家賃を支払っている職員に対し、負担している家賃の額に応じ
て最高 28,000 円（家賃の額が 61,000 円以上の場合）まで支給する。

交通機関（バス・電車）利用者は、負担している運賃の額に応じて最高55,000円まで支給する
（定期券の場合は通用期間ごとに支給）。
交通用具（自動車等）利用者は片道の通勤距離に応じて2,000円から最高31,600円まで支給する。
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県
議
、
市
長
、
市
議
選
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
２
月
か
ら
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
☎
57

－

７
７
７
５
）で「
か

も
ん
バ
ス
」「
か

も
ん
タ
ク
シ
ー
」

の
回
数
券
販
売
を

始
め
ま
し
た
。

100
円
券
11
枚
綴

り
は
千
円
、
200
円
券
11
枚
綴
り
は
２
千

か
も
ん
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
回
数
券

　
　
　
　
　
中
央
コ
ミ
セ
ン
で
も
販
売
開
始

円
、
400
円
券
11
枚
綴
り
は
４
千
円
で
販

売
し
ま
す
。

回
数
券
は
中
央
コ
ミ
セ
ン
の
他
に

上
条
、
下
条
、
須
田
、
七
谷
の
各
コ
ミ

セ
ン
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
市
役
所

健
康
福
祉
課
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
お
近
く
の
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
173
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
加
茂
市
」
を
め
ざ
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
を
対
象

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
認
知

症
の
人
を
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
参
加

費
無
料
）。

日

時
　
３
月
２
日
（
木
）
午
後
７
時

〜
９
時

会

場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

内

容
　
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

演
題
／
講
師
　
認
知
症
の
人
の
理
解
と

対
応
／
野
崎
英
行
さ
ん
（
医
療
法
人
恵

愛
会
大
島
病
院
看
護
師
長
）

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
人

※

受
講
者
に
は
ロ
バ
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
お

渡
し
し
ま
す

申
し
込
み
　
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
41

－

４
０
３
２
）

高
次
脳
機
能
障
害
者

　「
家
族
の
つ
ど
い
」

　
脳
の
損
傷
が
原
因
で
記
憶
力
、
注
意

力
、
計
画
的
に
取
り
組
む
能
力
や
意
欲

が
低
下
し
た
り
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
状
態
を
「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
つ
ど
い
で
、

日
頃
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。

日

時
　
３
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会

場
　
三
条
地
域
振
興
局
２
階
第
１

会
議
室
（
三
条
市
興
野
１
）

問
い
合
わ
せ
　
三
条
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
36

－

２
３
６
３
）

県議、市長、市議選
立候補予定者
　　　　　　説明会

　
４
月
９
日
（
日
）
に
新
潟
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
が
、
23
日
（
日
）
に
加
茂

市
長
選
挙
・
加
茂
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
予
定
者
、
関
係
者
は
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定

者
説
明
会
（
日
程
な
ど
）

▼
長
岡
会
場

日

時
　
３
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
長
岡
市
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
６

階
大
会
議
室
（
長
岡
市
幸
町
２
）

▼
新
潟
会
場

日

時
　
３
月
７
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
県
自
治
会
館
別
館
９
階
ゆ
き

つ
ば
き
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
025

－

280

－

５
５
１
５
）

■
加
茂
市
長
・
加
茂
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日

時
　
３
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
内
線
623
）

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
１ステップでした。この後は、田上町・加茂市において複数の建設候補地を抽出
する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等

の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果

の図面（加茂市・田上町）は、加茂市ホームページ内の組合ペー

ジにて公表しています。また、田上町役場町民課と組合事務局

（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。

（閲覧時間：開庁日の午前8時30分～午後5時15分まで）

※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！

ダンボールは資源ごみ
捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率

日量あたりの減少量

日量あたりの減少量（目標値）

1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。

-235.53t(-2.62%)

①
除外地域の設定

②
複数の建設候補
地を抽出

③
複数の建設候補
地の比較検討

④
複数の建設候補
地の絞り込み完  了

新設する清掃センターの建設用地選定において、
建設をすべきでない除外地域の設定が完了しました

図面はホームページより

・土砂災害特別警戒区域
・都市公園
・史跡
・国有林
・急傾斜地崩落危険地域
・水源地
・保安林
・砂防指定地
・県立自然公園
・活断層

「建設をすべきでない除外地域」
として設定された詳細事項

加茂市田上町消防衛生保育組合
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シ
リ
ー
ズ
　
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　これまで、建設候補地決定までの流れをお伝えしましたが、
新しいごみ焼却場が完成するまで、時間がかかります。その間も、
現在の清掃センターを大切に使っていく必要があります。大切
に使っていくためには、ごみの減量と適正なごみの分別により
焼却炉の負担軽減が重要となってきます。
　ごみ袋を中身の見えるごみ袋に変えることで、分別意識の向上やごみの減量化
につながります。令和５年４月１日より、加茂市、田上町及び清掃センターで、
ごみの収集・持ち込みについて、使用できるごみ袋が、中身の見えるごみ袋のみ
に変わります。清掃センターを大切に使っていくためにもご理解・ご協力をお願
いいたします。

かも防災・行政ナビ
防災情報などの行政情報がスマホでご覧になれます♪

かも防災・行政ナビ KAMO CITY government infomation

防災情報などの行政情報がスマホでご覧になれます♪

令和４年４月～ 12月末日までの可燃物搬入量 9,735.45ｔ

前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　 -294.51t(-2.94%)

日量あたりの減少量　　　　　　　　　　　　　　　1.31t

日量あたりの減少量（目標値）　　　　　　　　　　 3.6ｔ

見える化
　日量あたりの減少量目標値 3.6t に比べて、12 月末までの
日量あたりの減少量は、1.31t でした。目標値まで約 2.3t 減
量できるように頑張りましょう！

※日量あたりの減少量を出すにあたり、1ヶ月あたりの可燃物搬入日数を一律で 25 日間としています。

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/60679.html

アプリダウンロード・登録
方法はこちら

問い合わせ：環境課　☎52-0080（内線 251）
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【有料広告】 【有料広告】

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

　
巷
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
事
や
ま
ち
で
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
深
掘
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
６
回
目
はsaten

の
佐
藤
貴
大
さ
ん

で
す
。

　佐藤さんは穀町商店街で「saten」（読み：サテ
ン）というお店を営んでいます。デザインするもの
は多岐に渡り、企業・個人問わず対応しています。
令和４年９月１日に開業しました。お店にはご自身
がこれまでにデザインされたものが並んでいて、販
売も少し行っています。また一角には、内装を担当
された大工の五十嵐さんがレトロ雑貨を販売する
コーナーもあり、落ち着いた雰囲気です。

　結婚を機に加茂に移り住んだ佐藤さん。長岡生ま
れ、新潟育ちの佐藤さんが新潟のデザイン会社から
独立して加茂でデザイン事務所を立ち上げるきっか
けになったのは、親になったことが大きいといいま
す。佐藤さんは「自分が幼少期に親の仕事で転居が
重なったこともあり、『故郷』という感覚はあまり
ありません。この街で育ち、いずれ巣立っていく子
どもたちには、自分の故郷に誇りをもって生きてほ
しい。そのために自分の職能を活かせたら。」と考
え、会社を辞めて独立する道を選んだそうです。

子どものために自分にできること子どものために自分にできること

　佐藤さんは加茂の街に数年住んでみて「チャレン
ジしようとする人を応援してくれる感じがする。」
とのこと。開業する場所を探していた際にお声がけ
いただいた商店街の方々や、事業を立ち上げる際に
お世話になった商工会議所の方々、商工会議所会員
企業の事業主さんからお仕事を依頼されたりなど、
様々な場面でまちの方々から支援していただいたそ
うです。また、事業を立ち上げる際には「創業チャ
レンジ支援事業補助金」を活用し資金繰りが出来た
そうです。「お世話になっているお礼を、これから
の活動を通じてお返ししていきたいです。」

街のみなさんに支えられて街のみなさんに支えられて

　佐藤さんは今後、春の大型連休中に、冬鳥越ス
キーガーデンでローカルマーケットを開催しよう
と、同業でつながりのある人たちと企画していま
す。また、不定期ですがご自身がパッケージを手掛
けた新潟の有名スイーツの販売もあるそうです。
　お仕事のご連絡はメールから。オープ
ン日やイベントなどの情報はインスタグ
ラム(@saten.design)にてご覧ください。

今後の予定今後の予定

佐藤さんがこれまで手掛けたお仕事が並ぶ

店内は昔の商店のような温かみのある雰囲気です

佐藤さんのお店 saten（サテン）

場　所：加茂市穀町1-3
メール：info@saten-design.jp

お
近
く
の
「
気
に
な
る
人
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
広
報
広
聴
係
　（
☎
内
線
327
）

長岡生まれ。新潟大学卒業後、燕三条の
企業に所属し、商品開発やブランド作り
に関わる。新潟の創業50年以上のデザ
イン会社で働いたのち、独立。satenの
由来は、お店の大家がお茶屋さんで、そ
のあたたかなお人柄にあやかり、「茶店
（サテン）」と自身の名前を掛けて。

佐藤貴大さん
さとうたかひろ

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
文化財防火デー放水訓練（1/22）
　22日（日）に、加茂市の文化財に指定されて
いる法音寺のご協力のもと、加茂地域消防署と
加茂市消防団が放水訓練を行いました。
　午前8時45分の訓練開始の合図とともに取水
が始まると、中継のポンプによりすぐに放水が
行われました。
　当日は雪の降りしきる寒さの中での訓練でし
たが、消防団と消防署員の皆さんのスムーズな
連携により、機器トラブルなども無く無事、訓
練を終えることができました。

メルカリで日本初！市役所不用品と清掃センター粗大ごみでダブル出品（２/３）
　加茂市と株式会社メルカリ様、株式会社ソウ
ゾウ様（㈱メルカリの 100％子会社）との包括
連携の一環として、このたびメルカリ Shops
への「新潟県加茂市役所」の出店を開始しました。
市役所内で出た不用品を選別し、メルカリ
Shops へリユース品として出品します。出品物
の写真撮影や梱包・発送などは、市内の就労支
援Ｂ型事業所ＩＷＯＲＫＳ様へ委託することで、
市内就労支援事業所との連携も行います。
　清掃センターの粗大ごみと自治体の不用備品、
どちらの出品にも取り組んでいる自治体は全国
初とのことです。

加茂市消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは加茂地域消防本部警防課☎0256
-52-1770へ。

メルカリ（ウェブ、アプリ）で
「加茂市のまだまだ使えるもの」
と検索することで、今回の出品
がご覧いただけます。今後も様々
な不用品を出品予定です。
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県
議
、
市
長
、
市
議
選
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
２
月
か
ら
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
☎
57

－

７
７
７
５
）で「
か

も
ん
バ
ス
」「
か

も
ん
タ
ク
シ
ー
」

の
回
数
券
販
売
を

始
め
ま
し
た
。

100
円
券
11
枚
綴

り
は
千
円
、
200
円
券
11
枚
綴
り
は
２
千

か
も
ん
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
回
数
券

　
　
　
　
　
中
央
コ
ミ
セ
ン
で
も
販
売
開
始

円
、
400
円
券
11
枚
綴
り
は
４
千
円
で
販

売
し
ま
す
。

回
数
券
は
中
央
コ
ミ
セ
ン
の
他
に

上
条
、
下
条
、
須
田
、
七
谷
の
各
コ
ミ

セ
ン
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
市
役
所

健
康
福
祉
課
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
お
近
く
の
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
173
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
加
茂
市
」
を
め
ざ
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
を
対
象

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
認
知

症
の
人
を
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
参
加

費
無
料
）。

日

時
　
３
月
２
日
（
木
）
午
後
７
時

〜
９
時

会

場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

内

容
　
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

演
題
／
講
師
　
認
知
症
の
人
の
理
解
と

対
応
／
野
崎
英
行
さ
ん
（
医
療
法
人
恵

愛
会
大
島
病
院
看
護
師
長
）

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
人

※

受
講
者
に
は
ロ
バ
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
お

渡
し
し
ま
す

申
し
込
み
　
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
41

－

４
０
３
２
）

高
次
脳
機
能
障
害
者

　「
家
族
の
つ
ど
い
」

　
脳
の
損
傷
が
原
因
で
記
憶
力
、
注
意

力
、
計
画
的
に
取
り
組
む
能
力
や
意
欲

が
低
下
し
た
り
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
状
態
を
「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
つ
ど
い
で
、

日
頃
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。

日

時
　
３
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会

場
　
三
条
地
域
振
興
局
２
階
第
１

会
議
室
（
三
条
市
興
野
１
）

問
い
合
わ
せ
　
三
条
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
36

－
２
３
６
３
）

県議、市長、市議選
立候補予定者
　　　　　　説明会

　
４
月
９
日
（
日
）
に
新
潟
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
が
、
23
日
（
日
）
に
加
茂

市
長
選
挙
・
加
茂
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
予
定
者
、
関
係
者
は
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定

者
説
明
会
（
日
程
な
ど
）

▼
長
岡
会
場

日

時
　
３
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
長
岡
市
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
６

階
大
会
議
室
（
長
岡
市
幸
町
２
）

▼
新
潟
会
場

日

時
　
３
月
７
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
県
自
治
会
館
別
館
９
階
ゆ
き

つ
ば
き
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
025

－

280

－

５
５
１
５
）

■
加
茂
市
長
・
加
茂
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日

時
　
３
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
内
線
623
）

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
１ステップでした。この後は、田上町・加茂市において複数の建設候補地を抽出
する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等

の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果

の図面（加茂市・田上町）は、加茂市ホームページ内の組合ペー

ジにて公表しています。また、田上町役場町民課と組合事務局

（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。

（閲覧時間：開庁日の午前8時30分～午後5時15分まで）

※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！

ダンボールは資源ごみ
捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率

日量あたりの減少量

日量あたりの減少量（目標値）

1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。

-235.53t(-2.62%)

①
除外地域の設定

②
複数の建設候補
地を抽出

③
複数の建設候補
地の比較検討

④
複数の建設候補
地の絞り込み完  了

新設する清掃センターの建設用地選定において、
建設をすべきでない除外地域の設定が完了しました

図面はホームページより

・土砂災害特別警戒区域
・都市公園
・史跡
・国有林
・急傾斜地崩落危険地域
・水源地
・保安林
・砂防指定地
・県立自然公園
・活断層

「建設をすべきでない除外地域」
として設定された詳細事項

加茂市田上町消防衛生保育組合
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い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等
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※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！
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捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率
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1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。
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シ
リ
ー
ズ
　
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　これまで、建設候補地決定までの流れをお伝えしましたが、
新しいごみ焼却場が完成するまで、時間がかかります。その間も、
現在の清掃センターを大切に使っていく必要があります。大切
に使っていくためには、ごみの減量と適正なごみの分別により
焼却炉の負担軽減が重要となってきます。
　ごみ袋を中身の見えるごみ袋に変えることで、分別意識の向上やごみの減量化
につながります。令和５年４月１日より、加茂市、田上町及び清掃センターで、
ごみの収集・持ち込みについて、使用できるごみ袋が、中身の見えるごみ袋のみ
に変わります。清掃センターを大切に使っていくためにもご理解・ご協力をお願
いいたします。

かも防災・行政ナビ
防災情報などの行政情報がスマホでご覧になれます♪

かも防災・行政ナビ KAMO CITY government infomation

防災情報などの行政情報がスマホでご覧になれます♪

令和４年４月～ 12月末日までの可燃物搬入量 9,735.45ｔ

前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　 -294.51t(-2.94%)

日量あたりの減少量　　　　　　　　　　　　　　　1.31t

日量あたりの減少量（目標値）　　　　　　　　　　 3.6ｔ

見える化
　日量あたりの減少量目標値 3.6t に比べて、12 月末までの
日量あたりの減少量は、1.31t でした。目標値まで約 2.3t 減
量できるように頑張りましょう！

※日量あたりの減少量を出すにあたり、1ヶ月あたりの可燃物搬入日数を一律で 25 日間としています。

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/60679.html

アプリダウンロード・登録
方法はこちら

問い合わせ：環境課　☎52-0080（内線 251）
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【有料広告】 【有料広告】

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
「
○
○
さ
ん
」

　
巷
で
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
事
や
ま
ち
で
携
わ
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
深
掘
り
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
６
回
目
はsaten

の
佐
藤
貴
大
さ
ん

で
す
。

　佐藤さんは穀町商店街で「saten」（読み：サテ
ン）というお店を営んでいます。デザインするもの
は多岐に渡り、企業・個人問わず対応しています。
令和４年９月１日に開業しました。お店にはご自身
がこれまでにデザインされたものが並んでいて、販
売も少し行っています。また一角には、内装を担当
された大工の五十嵐さんがレトロ雑貨を販売する
コーナーもあり、落ち着いた雰囲気です。

　結婚を機に加茂に移り住んだ佐藤さん。長岡生ま
れ、新潟育ちの佐藤さんが新潟のデザイン会社から
独立して加茂でデザイン事務所を立ち上げるきっか
けになったのは、親になったことが大きいといいま
す。佐藤さんは「自分が幼少期に親の仕事で転居が
重なったこともあり、『故郷』という感覚はあまり
ありません。この街で育ち、いずれ巣立っていく子
どもたちには、自分の故郷に誇りをもって生きてほ
しい。そのために自分の職能を活かせたら。」と考
え、会社を辞めて独立する道を選んだそうです。

子どものために自分にできること子どものために自分にできること

　佐藤さんは加茂の街に数年住んでみて「チャレン
ジしようとする人を応援してくれる感じがする。」
とのこと。開業する場所を探していた際にお声がけ
いただいた商店街の方々や、事業を立ち上げる際に
お世話になった商工会議所の方々、商工会議所会員
企業の事業主さんからお仕事を依頼されたりなど、
様々な場面でまちの方々から支援していただいたそ
うです。また、事業を立ち上げる際には「創業チャ
レンジ支援事業補助金」を活用し資金繰りが出来た
そうです。「お世話になっているお礼を、これから
の活動を通じてお返ししていきたいです。」

街のみなさんに支えられて街のみなさんに支えられて

　佐藤さんは今後、春の大型連休中に、冬鳥越ス
キーガーデンでローカルマーケットを開催しよう
と、同業でつながりのある人たちと企画していま
す。また、不定期ですがご自身がパッケージを手掛
けた新潟の有名スイーツの販売もあるそうです。
　お仕事のご連絡はメールから。オープ
ン日やイベントなどの情報はインスタグ
ラム(@saten.design)にてご覧ください。

今後の予定今後の予定

佐藤さんがこれまで手掛けたお仕事が並ぶ

店内は昔の商店のような温かみのある雰囲気です

佐藤さんのお店 saten（サテン）

場　所：加茂市穀町1-3
メール：info@saten-design.jp

お
近
く
の
「
気
に
な
る
人
」
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
広
報
広
聴
係
　（
☎
内
線
327
）

長岡生まれ。新潟大学卒業後、燕三条の
企業に所属し、商品開発やブランド作り
に関わる。新潟の創業50年以上のデザ
イン会社で働いたのち、独立。satenの
由来は、お店の大家がお茶屋さんで、そ
のあたたかなお人柄にあやかり、「茶店
（サテン）」と自身の名前を掛けて。

佐藤貴大さん
さとうたかひろ

ニ
ュ
ー
ス
　
ト
ピ
ッ
ク
ス

N E W S  T O P I C S
文化財防火デー放水訓練（1/22）
　22日（日）に、加茂市の文化財に指定されて
いる法音寺のご協力のもと、加茂地域消防署と
加茂市消防団が放水訓練を行いました。
　午前8時45分の訓練開始の合図とともに取水
が始まると、中継のポンプによりすぐに放水が
行われました。
　当日は雪の降りしきる寒さの中での訓練でし
たが、消防団と消防署員の皆さんのスムーズな
連携により、機器トラブルなども無く無事、訓
練を終えることができました。

メルカリで日本初！市役所不用品と清掃センター粗大ごみでダブル出品（２/３）
　加茂市と株式会社メルカリ様、株式会社ソウ
ゾウ様（㈱メルカリの 100％子会社）との包括
連携の一環として、このたびメルカリ Shops
への「新潟県加茂市役所」の出店を開始しました。
市役所内で出た不用品を選別し、メルカリ
Shops へリユース品として出品します。出品物
の写真撮影や梱包・発送などは、市内の就労支
援Ｂ型事業所ＩＷＯＲＫＳ様へ委託することで、
市内就労支援事業所との連携も行います。
　清掃センターの粗大ごみと自治体の不用備品、
どちらの出品にも取り組んでいる自治体は全国
初とのことです。

加茂市消防団では消防団員を募集しています。
お問い合わせは加茂地域消防本部警防課☎0256
-52-1770へ。

メルカリ（ウェブ、アプリ）で
「加茂市のまだまだ使えるもの」
と検索することで、今回の出品
がご覧いただけます。今後も様々
な不用品を出品予定です。



　
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
医
療

安
全
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
総
合
的
に

受
け
付
け
ま
す
。
医
療
機
関
や
医
療
従

事
者
の
指
導
、
医
療
事
故
や
責
任
の
所

在
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※

祝
日
、
年
末
年
始
除
く

相
談
電
話
な
ど

▼
電
話

025

－

280

－

５
７
８
１
▼
フ
ァ
ッ
ク
ス

025

－

248

－

０
２
７
７
▼
メ
ー
ル

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

締
め
切
り
　
３
月
31
日
（
金
）

共
済
期
間
　
令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日

※

途
中
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

見
舞
金
　
傷
害
の
程
度
や
実
治
療
日
数

に
よ
り
３
万
円
か
ら
150
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
共
済
見
舞
金
な
ど

詳
し
く
は
新
潟
県
交
通

災
害
共
済
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
必
要
事

項
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
試
合
（
希
望
の
１
試
合
を
選
択
）

▼
４
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
キ
ッ
ク

オ
フ
／
名
古
屋
戦
▼
５
日
（
水
）
午
後

７
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
柏
戦
▼
15
日（
土
）

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
福
岡
戦
▼
23

日
（
日
）
午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
鹿

島
戦

会

場
　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

席
種
・
価
格
　
各
席
種
よ
り
選
択
可
能

（
一
部
席
種
は
対
象
外
）
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交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

ホームページ

ア
ル
ビ
新
潟
Ｊ
１
復
帰

  

加
茂
市
民
１
試
合
半
額
優
待

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
で
は
、
加
茂
市

の
皆
さ
ま
を
対
象
に

４
月
に
開
催
す
る
次

の
試
合
の
う
ち
１
試

合
を
半
額
優
待
し
ま

す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
締
切
　
試
合
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
申
込
サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
（
☎
025

－

257

－

０
１
５
０
）

令和５年度
交通災害共済
　　会員募集

　
交
通
災
害
共
済
は
１
人
年
額
500
円
の

会
費
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
を
受

け
た
場
合
に
実
治
療
日
数
に
応
じ
て
見

舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　
区
長
、
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
た
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、市
内
各
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
市
役
所
市
民
課
で
も

ホームページ

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　
４
期
分
は
28
日
ま
で

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
４
期

分
の
納
期
限
は
２
月
28
日
（
火
）
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
、
支
援
セ
ン
タ
ー
市
役
所
へ

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り

「
ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
」
出
店
者
募
集

信
濃
川
・
大
河
津
分
水

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
巡
回
展
示

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り
で
開
催
予
定
の

「
ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
」
に
出
店
す

る
市
内
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
加
茂
の
お
い
し
い
も
の
、
楽
し
い
も

の
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
、
市

内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
も
っ
と
加
茂
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
企
画
し
ま

し
た
。

出
店
品
目
　
飲
食
、
食
品
販
売
、
物

販
、
体
験
ブ
ー
ス
（
テ
ン
ト
等
備
品
は

有
料
貸
出
も
し
く
は
出
店
者
で
用
意
）

募

集

16
店
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
し
込
み
　
２
月
16
日

（
木
）〜
28
日（
火
）ま
で

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要

項
等
を
確
認
の
う
え
、
申
込
書
を
雪
椿

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
〒
959

－

１
３
９
２
加
茂
市
幸
町
２

－

３

－

５
、

商
工
観
光
課
内
☎
内
線
131
、
℻
53

－

４

６
７
６
）
へ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
椿
ま
つ
り
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
バ
ナ
ー
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
企
業
の
広
告
バ
ナ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
同
実
行
委
員
会
事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
事
業
者
か
ら
出
店
し
て

い
た
だ
き
、
一
緒
に
雪
椿
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
予
定
）

開
催
場
所
　
加
茂
山
公
園
駐
車
場

出
店
料
　
無
料

　
母
な
る
大
地
越
後
平
野
に
恵
み
を
も

た
ら
す
信
濃
川
、
越
後
平
野
の
治
水
の

要
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
大

河
津
分
水
を
題
材
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。
巡
回
展

で
は
応
募
総
数
161
点
か
ら

選
出
さ
れ
た
、
入
賞
・
入

選
作
品
23
点
を
展
示
し
ま
す
。

期

間
　
２
月
27
日
（
月
）
〜
３
月
７

日
（
火
）※
土
日
除
く

時

間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

会

場
　
加
茂
市
役
所

問
い
合
わ
せ
　
信
濃
川
河
川
事
務
所
調

査
課
（
☎
０
２
５
８

－

32

－

３
２
４
２
）

採
用
人
員
　
４
人
程
度

受
験
資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

勤
務
先
　
市
内
公
立
保
育
園

勤
務
時
間
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

早
出
、
土
曜
日
交
代
勤
務
あ
り

報
酬
（
月
額
）
20
万
３
千
806
円

※

期
末
手
当
（
１
・
35
か
月
）
、
通
勤

手
当
あ
り

選

考
　
面
接
試
験
（
面
接
日
は
応
募

後
に
連
絡
）

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

に
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内
線
153
）
へ
。

加茂市介護・看護支援センター
　　　　３月から市役所１階へ

　現在、特別養護老人ホーム第二平成園内にある加茂
市介護・看護支援センターは、３月１日（水）から市
役所１階に移転して業務を行います。
　市役所内の健康福祉課等の関係部署と連携し、高齢
者福祉施策を一体的に進めるためです。

■４月からは「長寿あんしん課（仮称）」
　加茂市介護・看護支援センターは、４月から課名を
「長寿あんしん課（仮称）」に変更する予定です。

会
計
年
度
任
用
職
員

４
月
採
用
　
保
育
士
募
集

ホームページ

ホームページ

移転前 移転後

959-1312 959-1392
石川2丁目2473番地1 幸町2丁目3番5号

電話番号 ☎41-4032
E-mail kaigo@city.kamo.niigata.jp
FAX番号 FAX53-3003 FAX53-4693

場　所 第二平成園内 市役所１階
※健康福祉課の隣

〒・住所

変更なし

県
民
医
療
安
全
相
談
窓
口

ngt040320
@
pref.niigata.lg.jp

問
い
合
わ
せ
　
県
庁
福
祉
保
健
部
地
域

医
療
政
策
課（
☎
025

－

280

－

５
１
８
４
）

お
詫
び
と
訂
正

お
知
ら
せ
版
令
和
５
年
２
月
１
日

№
982
の
６
ペ
ー
ジ
「
令
和
５
年
度
教

養
講
座
受
講
生
募
集
」
の
な
か
で
「
茶

道
（
宗
徧
流
）」
の
講
師
名
が
違
っ
て

い
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
小
栁
美
成
子
」
さ
ん
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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県
議
、
市
長
、
市
議
選
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
２
月
か
ら
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
☎
57

－

７
７
７
５
）で「
か

も
ん
バ
ス
」「
か

も
ん
タ
ク
シ
ー
」

の
回
数
券
販
売
を

始
め
ま
し
た
。

100
円
券
11
枚
綴

り
は
千
円
、
200
円
券
11
枚
綴
り
は
２
千

か
も
ん
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
回
数
券

　
　
　
　
　
中
央
コ
ミ
セ
ン
で
も
販
売
開
始

円
、
400
円
券
11
枚
綴
り
は
４
千
円
で
販

売
し
ま
す
。

回
数
券
は
中
央
コ
ミ
セ
ン
の
他
に

上
条
、
下
条
、
須
田
、
七
谷
の
各
コ
ミ

セ
ン
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
市
役
所

健
康
福
祉
課
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
お
近
く
の
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
173
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
加
茂
市
」
を
め
ざ
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
を
対
象

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
認
知

症
の
人
を
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
参
加

費
無
料
）。

日

時
　
３
月
２
日
（
木
）
午
後
７
時

〜
９
時

会

場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

内

容
　
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

演
題
／
講
師
　
認
知
症
の
人
の
理
解
と

対
応
／
野
崎
英
行
さ
ん
（
医
療
法
人
恵

愛
会
大
島
病
院
看
護
師
長
）

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
人

※

受
講
者
に
は
ロ
バ
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
お

渡
し
し
ま
す

申
し
込
み
　
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
41

－

４
０
３
２
）

高
次
脳
機
能
障
害
者

　「
家
族
の
つ
ど
い
」

　
脳
の
損
傷
が
原
因
で
記
憶
力
、
注
意

力
、
計
画
的
に
取
り
組
む
能
力
や
意
欲

が
低
下
し
た
り
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
状
態
を
「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
つ
ど
い
で
、

日
頃
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。

日

時
　
３
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会

場
　
三
条
地
域
振
興
局
２
階
第
１

会
議
室
（
三
条
市
興
野
１
）

問
い
合
わ
せ
　
三
条
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
36

－

２
３
６
３
）

高
次
脳
機
能
障
害
者

県議、市長、市議選
立候補予定者
　　　　　　説明会

　
４
月
９
日
（
日
）
に
新
潟
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
が
、
23
日
（
日
）
に
加
茂

市
長
選
挙
・
加
茂
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
予
定
者
、
関
係
者
は
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定

者
説
明
会
（
日
程
な
ど
）

▼
長
岡
会
場

日

時
　
３
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
長
岡
市
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
６

階
大
会
議
室
（
長
岡
市
幸
町
２
）

▼
新
潟
会
場

日

時
　
３
月
７
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
県
自
治
会
館
別
館
９
階
ゆ
き

つ
ば
き
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
025

－

280

－

５
５
１
５
）

■
加
茂
市
長
・
加
茂
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日

時
　
３
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
内
線
623
）

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
１ステップでした。この後は、田上町・加茂市において複数の建設候補地を抽出
する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等

の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果

の図面（加茂市・田上町）は、加茂市ホームページ内の組合ペー

ジにて公表しています。また、田上町役場町民課と組合事務局

（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。

（閲覧時間：開庁日の午前8時30分～午後5時15分まで）

※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！

ダンボールは資源ごみ
捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率

日量あたりの減少量

日量あたりの減少量（目標値）

1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。

-235.53t(-2.62%)

①
除外地域の設定

②
複数の建設候補
地を抽出

③
複数の建設候補
地の比較検討

④
複数の建設候補
地の絞り込み完  了

新設する清掃センターの建設用地選定において、
建設をすべきでない除外地域の設定が完了しました

図面はホームページより

・土砂災害特別警戒区域
・都市公園
・史跡
・国有林
・急傾斜地崩落危険地域
・水源地
・保安林
・砂防指定地
・県立自然公園
・活断層

「建設をすべきでない除外地域」
として設定された詳細事項

加茂市田上町消防衛生保育組合
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シ
リ
ー
ズ
　
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　これまで、建設候補地決定までの流れをお伝えしましたが、
新しいごみ焼却場が完成するまで、時間がかかります。その間も、
現在の清掃センターを大切に使っていく必要があります。大切
に使っていくためには、ごみの減量と適正なごみの分別により
焼却炉の負担軽減が重要となってきます。
　ごみ袋を中身の見えるごみ袋に変えることで、分別意識の向上やごみの減量化
につながります。令和５年４月１日より、加茂市、田上町及び清掃センターで、
ごみの収集・持ち込みについて、使用できるごみ袋が、中身の見えるごみ袋のみ
に変わります。清掃センターを大切に使っていくためにもご理解・ご協力をお願
いいたします。

かも防災・行政ナビ
防災情報などの行政情報がスマホでご覧になれます♪

かも防災・行政ナビ KAMO CITY government infomation

防災情報などの行政情報がスマホでご覧になれます♪

令和４年４月～ 12月末日までの可燃物搬入量 9,735.45ｔ

前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　 -294.51t(-2.94%)

日量あたりの減少量　　　　　　　　　　　　　　　1.31t

日量あたりの減少量（目標値）　　　　　　　　　　 3.6ｔ

見える化
　日量あたりの減少量目標値 3.6t に比べて、12 月末までの
日量あたりの減少量は、1.31t でした。目標値まで約 2.3t 減
量できるように頑張りましょう！

※日量あたりの減少量を出すにあたり、1ヶ月あたりの可燃物搬入日数を一律で 25 日間としています。

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/60679.html

アプリダウンロード・登録
方法はこちら

問い合わせ：環境課　☎52-0080（内線 251）



　
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
医
療

安
全
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
総
合
的
に

受
け
付
け
ま
す
。
医
療
機
関
や
医
療
従

事
者
の
指
導
、
医
療
事
故
や
責
任
の
所

在
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※

祝
日
、
年
末
年
始
除
く

相
談
電
話
な
ど

▼
電
話

025

－

280

－

５
７
８
１
▼
フ
ァ
ッ
ク
ス

025

－

248

－

０
２
７
７
▼
メ
ー
ル

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

締
め
切
り
　
３
月
31
日
（
金
）

共
済
期
間
　
令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日

※

途
中
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

見
舞
金
　
傷
害
の
程
度
や
実
治
療
日
数

に
よ
り
３
万
円
か
ら
150
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
共
済
見
舞
金
な
ど

詳
し
く
は
新
潟
県
交
通

災
害
共
済
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
必
要
事

項
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
試
合
（
希
望
の
１
試
合
を
選
択
）

▼
４
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
キ
ッ
ク

オ
フ
／
名
古
屋
戦
▼
５
日
（
水
）
午
後

７
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
柏
戦
▼
15
日（
土
）

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
福
岡
戦
▼
23

日
（
日
）
午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
鹿

島
戦

会

場
　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

席
種
・
価
格
　
各
席
種
よ
り
選
択
可
能

（
一
部
席
種
は
対
象
外
）
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交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

ホームページ

ア
ル
ビ
新
潟
Ｊ
１
復
帰

  

加
茂
市
民
１
試
合
半
額
優
待

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
で
は
、
加
茂
市

の
皆
さ
ま
を
対
象
に

４
月
に
開
催
す
る
次

の
試
合
の
う
ち
１
試

合
を
半
額
優
待
し
ま

す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
締
切
　
試
合
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
申
込
サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
（
☎
025

－

257

－

０
１
５
０
）

令和５年度
交通災害共済
　　会員募集

　
交
通
災
害
共
済
は
１
人
年
額
500
円
の

会
費
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
を
受

け
た
場
合
に
実
治
療
日
数
に
応
じ
て
見

舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　
区
長
、
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
た
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、市
内
各
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
市
役
所
市
民
課
で
も

ホームページ

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　
４
期
分
は
28
日
ま
で

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
４
期

分
の
納
期
限
は
２
月
28
日
（
火
）
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
、
支
援
セ
ン
タ
ー
市
役
所
へ

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り

「
ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
」
出
店
者
募
集

信
濃
川
・
大
河
津
分
水

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
巡
回
展
示

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り
で
開
催
予
定
の

「
ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
」
に
出
店
す

る
市
内
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
加
茂
の
お
い
し
い
も
の
、
楽
し
い
も

の
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
、
市

内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
も
っ
と
加
茂
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
企
画
し
ま

し
た
。

出
店
品
目
　
飲
食
、
食
品
販
売
、
物

販
、
体
験
ブ
ー
ス
（
テ
ン
ト
等
備
品
は

有
料
貸
出
も
し
く
は
出
店
者
で
用
意
）

募

集

16
店
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
し
込
み
　
２
月
16
日

（
木
）〜
28
日（
火
）ま
で

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要

項
等
を
確
認
の
う
え
、
申
込
書
を
雪
椿

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
〒
959

－

１
３
９
２
加
茂
市
幸
町
２

－

３

－

５
、

商
工
観
光
課
内
☎
内
線
131
、
℻
53

－

４

６
７
６
）
へ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
椿
ま
つ
り
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
バ
ナ
ー
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
企
業
の
広
告
バ
ナ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
同
実
行
委
員
会
事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
事
業
者
か
ら
出
店
し
て

い
た
だ
き
、
一
緒
に
雪
椿
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
予
定
）

開
催
場
所
　
加
茂
山
公
園
駐
車
場

出
店
料
　
無
料

　
母
な
る
大
地
越
後
平
野
に
恵
み
を
も

た
ら
す
信
濃
川
、
越
後
平
野
の
治
水
の

要
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
大

河
津
分
水
を
題
材
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。
巡
回
展

で
は
応
募
総
数
161
点
か
ら

選
出
さ
れ
た
、
入
賞
・
入

選
作
品
23
点
を
展
示
し
ま
す
。

期

間
　
２
月
27
日
（
月
）
〜
３
月
７

日
（
火
）※
土
日
除
く

時

間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

会

場
　
加
茂
市
役
所

問
い
合
わ
せ
　
信
濃
川
河
川
事
務
所
調

査
課
（
☎
０
２
５
８

－

32

－

３
２
４
２
）

採
用
人
員
　
４
人
程
度

受
験
資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

勤
務
先
　
市
内
公
立
保
育
園

勤
務
時
間
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

早
出
、
土
曜
日
交
代
勤
務
あ
り

報
酬
（
月
額
）
20
万
３
千
806
円

※

期
末
手
当
（
１
・
35
か
月
）
、
通
勤

手
当
あ
り

選

考
　
面
接
試
験
（
面
接
日
は
応
募

後
に
連
絡
）

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

に
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内
線
153
）
へ
。

加茂市介護・看護支援センター
　　　　３月から市役所１階へ

　現在、特別養護老人ホーム第二平成園内にある加茂
市介護・看護支援センターは、３月１日（水）から市
役所１階に移転して業務を行います。
　市役所内の健康福祉課等の関係部署と連携し、高齢
者福祉施策を一体的に進めるためです。

■４月からは「長寿あんしん課（仮称）」
　加茂市介護・看護支援センターは、４月から課名を
「長寿あんしん課（仮称）」に変更する予定です。

会
計
年
度
任
用
職
員

４
月
採
用
　
保
育
士
募
集

ホームページ

ホームページ

移転前 移転後

959-1312 959-1392
石川2丁目2473番地1 幸町2丁目3番5号

電話番号 ☎41-4032
E-mail kaigo@city.kamo.niigata.jp
FAX番号 FAX53-3003 FAX53-4693

場　所 第二平成園内 市役所１階
※健康福祉課の隣

〒・住所

変更なし

県
民
医
療
安
全
相
談
窓
口

ngt040320
@
pref.niigata.lg.jp

問
い
合
わ
せ
　
県
庁
福
祉
保
健
部
地
域

医
療
政
策
課（
☎
025

－

280

－

５
１
８
４
）

お
詫
び
と
訂
正

お
知
ら
せ
版
令
和
５
年
２
月
１
日

№
982
の
６
ペ
ー
ジ
「
令
和
５
年
度
教

養
講
座
受
講
生
募
集
」
の
な
か
で
「
茶

道
（
宗
徧
流
）」
の
講
師
名
が
違
っ
て

い
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
小
栁
美
成
子
」
さ
ん
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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県
議
、
市
長
、
市
議
選
立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
２
月
か
ら
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
（
☎
57

－

７
７
７
５
）で「
か

も
ん
バ
ス
」「
か

も
ん
タ
ク
シ
ー
」

の
回
数
券
販
売
を

始
め
ま
し
た
。

100
円
券
11
枚
綴

り
は
千
円
、
200
円
券
11
枚
綴
り
は
２
千

か
も
ん
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
回
数
券

　
　
　
　
　
中
央
コ
ミ
セ
ン
で
も
販
売
開
始

円
、
400
円
券
11
枚
綴
り
は
４
千
円
で
販

売
し
ま
す
。

回
数
券
は
中
央
コ
ミ
セ
ン
の
他
に

上
条
、
下
条
、
須
田
、
七
谷
の
各
コ
ミ

セ
ン
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
市
役
所

健
康
福
祉
課
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
お
近
く
の
施
設
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
福
祉
係

（
☎
内
線
173
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
加
茂
市
」
を
め
ざ
し
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
さ
ま
を
対
象

に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　
講
座
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
、
認
知

症
の
人
を
み
ん
な
で
支
え
る
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
（
参
加

費
無
料
）。

日

時
　
３
月
２
日
（
木
）
午
後
７
時

〜
９
時

会

場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

内

容
　
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

演
題
／
講
師
　
認
知
症
の
人
の
理
解
と

対
応
／
野
崎
英
行
さ
ん
（
医
療
法
人
恵

愛
会
大
島
病
院
看
護
師
長
）

対
象
者
　
市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
で

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
受
講

し
た
人

※

受
講
者
に
は
ロ
バ
ピ
ン
バ
ッ
チ
を
お

渡
し
し
ま
す

申
し
込
み
　
加
茂
市
介
護
・
看
護
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
41

－

４
０
３
２
）

高
次
脳
機
能
障
害
者

　「
家
族
の
つ
ど
い
」

　
脳
の
損
傷
が
原
因
で
記
憶
力
、
注
意

力
、
計
画
的
に
取
り
組
む
能
力
や
意
欲

が
低
下
し
た
り
、
感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
で
き
に
く
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど

の
状
態
を
「
高
次
脳
機
能
障
害
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
つ
ど
い
で
、

日
頃
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
い
ま
せ

ん
か
。

日

時
　
３
月
９
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

会

場
　
三
条
地
域
振
興
局
２
階
第
１

会
議
室
（
三
条
市
興
野
１
）

問
い
合
わ
せ
　
三
条
保
健
所
地
域
保
健

課
（
☎
36

－
２
３
６
３
）

県議、市長、市議選
立候補予定者
　　　　　　説明会

　
４
月
９
日
（
日
）
に
新
潟
県
議
会
議

員
一
般
選
挙
が
、
23
日
（
日
）
に
加
茂

市
長
選
挙
・
加
茂
市
議
会
議
員
一
般
選

挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
の
立
候
補
予
定
者

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
予
定
者
、
関
係
者
は
会
場
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
新
潟
県
議
会
議
員
選
挙
立
候
補
予
定

者
説
明
会
（
日
程
な
ど
）

▼
長
岡
会
場

日

時
　
３
月
６
日
（
月
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
長
岡
市
さ
い
わ
い
プ
ラ
ザ
６

階
大
会
議
室
（
長
岡
市
幸
町
２
）

▼
新
潟
会
場

日

時
　
３
月
７
日
（
火
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
県
自
治
会
館
別
館
９
階
ゆ
き

つ
ば
き
（
新
潟
市
中
央
区
新
光
町
４
）

問
い
合
わ
せ
　
新
潟
県
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
025

－

280

－

５
５
１
５
）

■
加
茂
市
長
・
加
茂
市
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日

時
　
３
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

30
分
〜

会

場
　
市
役
所
３
階
会
議
室

問
い
合
わ
せ
　
加
茂
市
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
内
線
623
）

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
１ステップでした。この後は、田上町・加茂市において複数の建設候補地を抽出
する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等

の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果

の図面（加茂市・田上町）は、加茂市ホームページ内の組合ペー

ジにて公表しています。また、田上町役場町民課と組合事務局

（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。

（閲覧時間：開庁日の午前8時30分～午後5時15分まで）

※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！

ダンボールは資源ごみ
捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率

日量あたりの減少量

日量あたりの減少量（目標値）

1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。

-235.53t(-2.62%)

①
除外地域の設定

②
複数の建設候補
地を抽出

③
複数の建設候補
地の比較検討

④
複数の建設候補
地の絞り込み完  了

新設する清掃センターの建設用地選定において、
建設をすべきでない除外地域の設定が完了しました

図面はホームページより

・土砂災害特別警戒区域
・都市公園
・史跡
・国有林
・急傾斜地崩落危険地域
・水源地
・保安林
・砂防指定地
・県立自然公園
・活断層

「建設をすべきでない除外地域」
として設定された詳細事項

加茂市田上町消防衛生保育組合

シリーズ　 ごみ焼却場の今と今後

　今回は、今後の建設候補地決定までの流れをお伝えします。
　「建設をすべきでない除外地域」の設定作業は、建設候補地を決めるための第
１ステップでした。この後は、田上町・加茂市において複数の建設候補地を抽出
する作業を行います。そして、選定された複数の建設候補地について、比較を行
い、建設候補地を絞り込んでいくことになります。

　加茂市田上町消防衛生保育組合では、清掃センターの建設候

補地について加茂市・田上町の地域内であらゆる可能性を考え

るため、まず災害などの観点から建設すべきでない地域の設定

を行っておりましたが、その作業が終わりましたのでお知らせ

いたします。

　今回の作業により、建設をすべきでない除外地域と、浸水等

の対策をすれば建設が出来る地域とが色分けされました。結果

の図面（加茂市・田上町）は、加茂市ホームページ内の組合ペー

ジにて公表しています。また、田上町役場町民課と組合事務局

（加茂市役所環境課内）でも閲覧できますのでご覧ください。

（閲覧時間：開庁日の午前8時30分～午後5時15分まで）

※結果の図面は、田上町・加茂市の全域であり、縮小掲載は難し

いため紙面には掲載しておりません。

　日量あたりの減少量目標値3.6ｔに比べて、11月末までの日量あたりの減少
量は、1.18ｔでした。目標値まで約2.4ｔ減量できるように、頑張りましょう！

ダンボールは資源ごみ
捨てるのではなくリサイクルへ！

令和４年４月～11月末日までの可燃物搬入量 8,750.05ｔ

前年同期比及び増減率

日量あたりの減少量

日量あたりの減少量（目標値）

1.18t

3.6ｔ

※日量あたりの減少量を出すにあたり、ひと月あたりの可燃物搬入日数を一律で25日間としています。

-235.53t(-2.62%)

①
除外地域の設定

②
複数の建設候補
地を抽出

③
複数の建設候補
地の比較検討

④
複数の建設候補
地の絞り込み完  了

新設する清掃センターの建設用地選定において、
建設をすべきでない除外地域の設定が完了しました

図面はホームページより

・土砂災害特別警戒区域
・都市公園
・史跡
・国有林
・急傾斜地崩落危険地域
・水源地
・保安林
・砂防指定地
・県立自然公園
・活断層

「建設をすべきでない除外地域」
として設定された詳細事項

加茂市田上町消防衛生保育組合

シ
リ
ー
ズ
　
ご
み
焼
却
場
の
今
と
今
後

　これまで、建設候補地決定までの流れをお伝えしましたが、
新しいごみ焼却場が完成するまで、時間がかかります。その間も、
現在の清掃センターを大切に使っていく必要があります。大切
に使っていくためには、ごみの減量と適正なごみの分別により
焼却炉の負担軽減が重要となってきます。
　ごみ袋を中身の見えるごみ袋に変えることで、分別意識の向上やごみの減量化
につながります。令和５年４月１日より、加茂市、田上町及び清掃センターで、
ごみの収集・持ち込みについて、使用できるごみ袋が、中身の見えるごみ袋のみ
に変わります。清掃センターを大切に使っていくためにもご理解・ご協力をお願
いいたします。

かも防災・行政ナビ
防災情報などの行政情報がスマホでご覧になれます♪

かも防災・行政ナビ KAMO CITY government infomation

防災情報などの行政情報がスマホでご覧になれます♪

令和４年４月～ 12月末日までの可燃物搬入量 9,735.45ｔ

前年同期比及び増減率　　　　　　　　　　　 -294.51t(-2.94%)

日量あたりの減少量　　　　　　　　　　　　　　　1.31t

日量あたりの減少量（目標値）　　　　　　　　　　 3.6ｔ

見える化
　日量あたりの減少量目標値 3.6t に比べて、12 月末までの
日量あたりの減少量は、1.31t でした。目標値まで約 2.3t 減
量できるように頑張りましょう！

※日量あたりの減少量を出すにあたり、1ヶ月あたりの可燃物搬入日数を一律で 25 日間としています。

https://www.city.kamo.niigata.jp/docs/60679.html

アプリダウンロード・登録
方法はこちら

問い合わせ：環境課　☎52-0080（内線 251）
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消

費

生

活

情

報

加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
イ
ヴ
リ
ー
・
ギ
ト
リ
ス
（
一
九
二
二

〜
二
〇
二
二
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身

の
巨
匠
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
す
。
近

年
、
か
つ
て
彼
が
加
茂
文
化
会
館
で
開

い
た
公
演
の
録
音
が
Ｃ
Ｄ
発
売
さ
れ
、

一
部
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
（「
ギ

ト
リ
ス
・
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
’82
」）。

　
こ
の
録
音
に
ま
つ
わ
っ
て
、
二
、
三

の
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十

四
年
秋
、
在
京
の
楽
団
と
し
て
初
め
て

読
売
日
本
交
響
楽
団
が
加
茂
市
民
体
育

館
へ
客
演
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
主

催
者
は
特
別
な
音
響
板
を
作
る
な
ど
会

場
の
改
善
に
努
め
、
聴
衆
の
マ
ナ
ー
も

よ
く
、
楽
団
員
の
感
激
を
誘
っ
た
と
い

い
ま
す
（『
読
売
新
聞
』
昭
和
55
・
５
・

27
）。「
会
場
二
流
、
聴
衆
は
一
流
」
と

評
さ
れ
た
こ
の
公
演
を
き
っ
か
け
に
、

楽
団
は
翌
年
初
来
日
を
控
え
た
ギ
ト
リ

ス
の
公
演
を
橋
渡
し
し
ま
し
た
（『
新

潟
日
報
』
昭
和
55
・
４
・
11
）。
五
十

五
年
五
月
に
加
茂
市
民
体
育
館
で
開
か

れ
た
演
奏
会
は
盛
況
で
、
聴
衆
一
五
〇

〇
人
を
集
め
、
五
十
七
年
十
一
月
の
二

度
目
の
公
演
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
公
演
で
も
、
ギ
ト
リ
ス
の

伴
奏
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
岩
崎
淑
が
勤
め

ま
し
た
。
二
度
目
の
公
演
の
録
音
は
彼

女
の
希
望
で
、
急
遽
会
場
備
え
付
け
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
マ
イ
ク
で
収
め
た
と

い
い
ま
す
。
こ
の
希
望
が
、
前
年
十
二

月
に
開
館
し
た
加
茂
文
化
会
館
の
音
響

に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
録
音
は

生
々
し
い
音
質
で
、
ピ
ア
ノ
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
優
れ
、
興
に
乗
っ
た
ギ
ト
リ
ス

が
踏
み
鳴
ら
す
足
音
も
捉
え
て
い
ま

す
。

　
本
盤
を
紹
介
し
た
専
門
誌
に
は
、「
き

わ
め
て
天
衣
無
縫
な
も
の
」「
リ
ン
ク

を
縦
横
無
尽
に
滑
り
回
る
フ
ィ
ギ
ュ

ア
・
ス
ケ
ー
ト
の
シ
ー
ン
を
連
想
」「
目

も
あ
や
な
技
は
た
し
か
に
驚
異
」「
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
よ
う
な
切
れ
味
の
鋭
い

鋭
角
的
な
表
現
に
よ
っ
て
、
鬼
気
迫
る

よ
う
な
世
界
が
構
築
」
等
の
批
評
が
並

ん
で
い
ま
す
（『
レ
コ
ー
ド
芸
術
』
二

〇
一
八
年
一
〇
月
号
）。
ギ
ト
リ
ス
と

原
テ
ー
プ
を
所
蔵
す
る
岩
崎
淑
が
発
売

を
許
可
し
た
の
は
、
会
心
の
演
奏
が
収

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ア
ン

コ
ー
ル
を
含
め
、
本
盤
に
は
当
日
演
奏

し
た
す
べ
て
の
曲
を
収
め
て
い
ま
す
。

加
茂
文
化
会
館
と
巨
匠
が
織
り
な
し
た

一
期
一
会
の
記
録
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
澤
資
裕
）

▼
リ
オ
ン
ド
ー
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
様
か
ら

加
茂
市
へ
　
　
　
　
　
　
　

300
万
円

加
茂
地
域
消
防
へ
　
　
　
　

100
万
円

加
茂
市
へ

▼
近
藤
哲
夫
様
か
ら

「
教
場
教
室
学
び
と
成
長
へ
の
勇
気
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
冊

加
茂
文
化
会
館
収
録
の
歴
史
的
録
音

ギトリス公演のポスター（昭和57年11月3日）
（加茂文化会館所蔵）

し
ゅ
く

て
ん
い
む
ほ
う

じ
ゅ
う
お
う
む
じ
ん

げ
ん

き
ょ
う

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

　
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
医
療

安
全
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
総
合
的
に

受
け
付
け
ま
す
。
医
療
機
関
や
医
療
従

事
者
の
指
導
、
医
療
事
故
や
責
任
の
所

在
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※

祝
日
、
年
末
年
始
除
く

相
談
電
話
な
ど
　▼
電
話
　025

－

280

－

５
７
８
１
▼
フ
ァ
ッ
ク
ス
　025

－

248

－

０
２
７
７
▼
メ
ー
ル

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

締
め
切
り
　
３
月
31
日
（
金
）

共
済
期
間
　
令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日

※

途
中
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

見
舞
金
　
傷
害
の
程
度
や
実
治
療
日
数

に
よ
り
３
万
円
か
ら
150
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
共
済
見
舞
金
な
ど

詳
し
く
は
新
潟
県
交
通

災
害
共
済
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
必
要
事

項
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
試
合
（
希
望
の
１
試
合
を
選
択
）

▼
４
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
キ
ッ
ク

オ
フ
／
名
古
屋
戦
▼
５
日
（
水
）
午
後

７
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
柏
戦
▼
15
日（
土
）

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
福
岡
戦
▼
23

日
（
日
）
午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
鹿

島
戦

会
　場
　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

席
種
・
価
格
　
各
席
種
よ
り
選
択
可
能

（
一
部
席
種
は
対
象
外
）
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交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

ホームページ

ア
ル
ビ
新
潟
Ｊ
１
復
帰

  

加
茂
市
民
１
試
合
半
額
優
待

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
で
は
、
加
茂
市

の
皆
さ
ま
を
対
象
に

４
月
に
開
催
す
る
次

の
試
合
の
う
ち
１
試

合
を
半
額
優
待
し
ま

す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
締
切
　
試
合
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
申
込
サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
（
☎
025

－

257

－

０
１
５
０
）

令和５年度
交通災害共済
　　会員募集

　
交
通
災
害
共
済
は
１
人
年
額
500
円
の

会
費
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
を
受

け
た
場
合
に
実
治
療
日
数
に
応
じ
て
見

舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　
区
長
、
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
た
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、市
内
各
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
市
役
所
市
民
課
で
も

ホームページ

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　
４
期
分
は
28
日
ま
で

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
４
期

分
の
納
期
限
は
２
月
28
日
（
火
）
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
、
支
援
セ
ン
タ
ー
市
役
所
へ

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り

「
ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
」
出
店
者
募
集

信
濃
川
・
大
河
津
分
水

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
巡
回
展
示

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り
で
開
催
予
定
の

「
ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
」
に
出
店
す

る
市
内
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
加
茂
の
お
い
し
い
も
の
、
楽
し
い
も

の
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
、
市

内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
も
っ
と
加
茂
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
企
画
し
ま

し
た
。

出
店
品
目
　
飲
食
、
食
品
販
売
、
物

販
、
体
験
ブ
ー
ス
（
テ
ン
ト
等
備
品
は

有
料
貸
出
も
し
く
は
出
店
者
で
用
意
）

募
　集

16
店
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
し
込
み
　
２
月
16
日

（
木
）〜
28
日（
火
）ま
で

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要

項
等
を
確
認
の
う
え
、
申
込
書
を
雪
椿

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
〒
959

－

１
３
９
２
加
茂
市
幸
町
２

－

３

－

５
、

商
工
観
光
課
内
☎
内
線
131
、
℻
53

－

４

６
７
６
）
へ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
椿
ま
つ
り
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
バ
ナ
ー
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
企
業
の
広
告
バ
ナ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
同
実
行
委
員
会
事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
事
業
者
か
ら
出
店
し
て

い
た
だ
き
、
一
緒
に
雪
椿
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
予
定
）

開
催
場
所
　
加
茂
山
公
園
駐
車
場

出
店
料
　
無
料

　
母
な
る
大
地
越
後
平
野
に
恵
み
を
も

た
ら
す
信
濃
川
、
越
後
平
野
の
治
水
の

要
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
大

河
津
分
水
を
題
材
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。
巡
回
展

で
は
応
募
総
数
161
点
か
ら

選
出
さ
れ
た
、
入
賞
・
入

選
作
品
23
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
　間
　
２
月
27
日
（
月
）
〜
３
月
７

日
（
火
）※
土
日
除
く

時
　間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

会
　場
　
加
茂
市
役
所

問
い
合
わ
せ
　
信
濃
川
河
川
事
務
所
調

査
課
（
☎
０
２
５
８

－

32

－

３
２
４
２
）

採
用
人
員
　
４
人
程
度

受
験
資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

勤
務
先
　
市
内
公
立
保
育
園

勤
務
時
間
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

早
出
、
土
曜
日
交
代
勤
務
あ
り

報
酬
（
月
額
）
20
万
３
千
806
円

※

期
末
手
当
（
１
・
35
か
月
）
、
通
勤

手
当
あ
り

選
　考
　
面
接
試
験
（
面
接
日
は
応
募

後
に
連
絡
）

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

に
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内
線
153
）
へ
。

加茂市介護・看護支援センター
　　　　３月から市役所１階へ

　現在、特別養護老人ホーム第二平成園内にある加茂
市介護・看護支援センターは、３月１日（水）から市
役所１階に移転して業務を行います。
　市役所内の健康福祉課等の関係部署と連携し、高齢
者福祉施策を一体的に進めるためです。

■４月からは「長寿あんしん課（仮称）」
　加茂市介護・看護支援センターは、４月から課名を
「長寿あんしん課（仮称）」に変更する予定です。

会
計
年
度
任
用
職
員

４
月
採
用
　
保
育
士
募
集

ホームページ

ホームページ

移転前 移転後

959-1312 959-1392
石川2丁目2473番地1 幸町2丁目3番5号

電話番号 ☎41-4032
E-mail kaigo@city.kamo.niigata.jp
FAX番号 FAX53-3003 FAX53-4693

場　所 第二平成園内 市役所１階
※健康福祉課の隣

〒・住所

変更なし

加茂市介護・看護支援センター
　　　　３月から市役所１階へ

県
民
医
療
安
全
相
談
窓
口

ngt040320
@
pref.niigata.lg.jp

問
い
合
わ
せ
　
県
庁
福
祉
保
健
部
地
域

医
療
政
策
課（
☎
025

－

280

－

５
１
８
４
）

お
詫
び
と
訂
正

お
知
ら
せ
版
令
和
５
年
２
月
１
日

№
982
の
６
ペ
ー
ジ
「
令
和
５
年
度
教

養
講
座
受
講
生
募
集
」
の
な
か
で
「
茶

道
（
宗
徧
流
）」
の
講
師
名
が
違
っ
て

い
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
小
栁
美
成
子
」
さ
ん
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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消

費

生

活

情

報

加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
イ
ヴ
リ
ー
・
ギ
ト
リ
ス
（
一
九
二
二

〜
二
〇
二
二
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身

の
巨
匠
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
す
。
近

年
、
か
つ
て
彼
が
加
茂
文
化
会
館
で
開

い
た
公
演
の
録
音
が
Ｃ
Ｄ
発
売
さ
れ
、

一
部
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
（「
ギ

ト
リ
ス
・
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
’82
」）。

　
こ
の
録
音
に
ま
つ
わ
っ
て
、
二
、
三

の
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十

四
年
秋
、
在
京
の
楽
団
と
し
て
初
め
て

読
売
日
本
交
響
楽
団
が
加
茂
市
民
体
育

館
へ
客
演
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
主

催
者
は
特
別
な
音
響
板
を
作
る
な
ど
会

場
の
改
善
に
努
め
、
聴
衆
の
マ
ナ
ー
も

よ
く
、
楽
団
員
の
感
激
を
誘
っ
た
と
い

い
ま
す
（『
読
売
新
聞
』
昭
和
55
・
５
・

27
）。「
会
場
二
流
、
聴
衆
は
一
流
」
と

評
さ
れ
た
こ
の
公
演
を
き
っ
か
け
に
、

楽
団
は
翌
年
初
来
日
を
控
え
た
ギ
ト
リ

ス
の
公
演
を
橋
渡
し
し
ま
し
た
（『
新

潟
日
報
』
昭
和
55
・
４
・
11
）。
五
十

五
年
五
月
に
加
茂
市
民
体
育
館
で
開
か

れ
た
演
奏
会
は
盛
況
で
、
聴
衆
一
五
〇

〇
人
を
集
め
、
五
十
七
年
十
一
月
の
二

度
目
の
公
演
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
公
演
で
も
、
ギ
ト
リ
ス
の

伴
奏
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
岩
崎
淑
が
勤
め

ま
し
た
。
二
度
目
の
公
演
の
録
音
は
彼

女
の
希
望
で
、
急
遽
会
場
備
え
付
け
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
マ
イ
ク
で
収
め
た
と

い
い
ま
す
。
こ
の
希
望
が
、
前
年
十
二

月
に
開
館
し
た
加
茂
文
化
会
館
の
音
響

に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
録
音
は

生
々
し
い
音
質
で
、
ピ
ア
ノ
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
優
れ
、
興
に
乗
っ
た
ギ
ト
リ
ス

が
踏
み
鳴
ら
す
足
音
も
捉
え
て
い
ま

す
。

　
本
盤
を
紹
介
し
た
専
門
誌
に
は
、「
き

わ
め
て
天
衣
無
縫
な
も
の
」「
リ
ン
ク

を
縦
横
無
尽
に
滑
り
回
る
フ
ィ
ギ
ュ

ア
・
ス
ケ
ー
ト
の
シ
ー
ン
を
連
想
」「
目

も
あ
や
な
技
は
た
し
か
に
驚
異
」「
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
よ
う
な
切
れ
味
の
鋭
い

鋭
角
的
な
表
現
に
よ
っ
て
、
鬼
気
迫
る

よ
う
な
世
界
が
構
築
」
等
の
批
評
が
並

ん
で
い
ま
す
（『
レ
コ
ー
ド
芸
術
』
二

〇
一
八
年
一
〇
月
号
）。
ギ
ト
リ
ス
と

原
テ
ー
プ
を
所
蔵
す
る
岩
崎
淑
が
発
売

を
許
可
し
た
の
は
、
会
心
の
演
奏
が
収

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ア
ン

コ
ー
ル
を
含
め
、
本
盤
に
は
当
日
演
奏

し
た
す
べ
て
の
曲
を
収
め
て
い
ま
す
。

加
茂
文
化
会
館
と
巨
匠
が
織
り
な
し
た

一
期
一
会
の
記
録
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
澤
資
裕
）

▼
リ
オ
ン
ド
ー
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
様
か
ら

加
茂
市
へ
　
　
　
　
　
　
　

300
万
円

加
茂
地
域
消
防
へ
　
　
　
　

100
万
円

加
茂
市
へ

▼
近
藤
哲
夫
様
か
ら

「
教
場
教
室
学
び
と
成
長
へ
の
勇
気
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
冊

加
茂
文
化
会
館
収
録
の
歴
史
的
録
音

ギトリス公演のポスター（昭和57年11月3日）
（加茂文化会館所蔵）

し
ゅ
く

て
ん
い
む
ほ
う

じ
ゅ
う
お
う
む
じ
ん

げ
ん

き
ょ
う

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌

　
患
者
さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
か
ら
医
療

安
全
に
つ
い
て
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と

や
心
配
ご
と
な
ど
の
相
談
を
総
合
的
に

受
け
付
け
ま
す
。
医
療
機
関
や
医
療
従

事
者
の
指
導
、
医
療
事
故
や
責
任
の
所

在
を
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時

〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

※

祝
日
、
年
末
年
始
除
く

相
談
電
話
な
ど
　▼
電
話
　025

－

280

－

５
７
８
１
▼
フ
ァ
ッ
ク
ス
　025

－

248

－

０
２
７
７
▼
メ
ー
ル

申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

　
万
一
の
交
通
災
害
に
備
え
、
ご
家
族

そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

締
め
切
り
　
３
月
31
日
（
金
）

共
済
期
間
　
令
和
５
年
４
月
１
日
〜
令

和
６
年
３
月
31
日

※

途
中
加
入
も
で
き
ま
す
が
、
共
済
期

間
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら
で
す
。

見
舞
金
　
傷
害
の
程
度
や
実
治
療
日
数

に
よ
り
３
万
円
か
ら
150
万
円
の
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
共
済
見
舞
金
な
ど

詳
し
く
は
新
潟
県
交
通

災
害
共
済
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
国
民
年
金
係

（
☎
内
線
113
）

ら
ア
ク
セ
ス
し
て
必
要
事

項
を
入
力
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象
試
合
（
希
望
の
１
試
合
を
選
択
）

▼
４
月
１
日
（
土
）
午
後
２
時
キ
ッ
ク

オ
フ
／
名
古
屋
戦
▼
５
日
（
水
）
午
後

７
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
柏
戦
▼
15
日（
土
）

午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
福
岡
戦
▼
23

日
（
日
）
午
後
２
時
キ
ッ
ク
オ
フ
／
鹿

島
戦

会
　場
　
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン

席
種
・
価
格
　
各
席
種
よ
り
選
択
可
能

（
一
部
席
種
は
対
象
外
）
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交
通
災
害
共
済
会
員
募
集

ホームページ

ア
ル
ビ
新
潟
Ｊ
１
復
帰

  

加
茂
市
民
１
試
合
半
額
優
待

　
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

新
潟
で
は
、
加
茂
市

の
皆
さ
ま
を
対
象
に

４
月
に
開
催
す
る
次

の
試
合
の
う
ち
１
試

合
を
半
額
優
待
し
ま

す
。

　
二
次
元
コ
ー
ド
か

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

応
募
締
切
　
試
合
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。
詳
細
は
申
込
サ
イ
ト
か
ら
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
株
式
会
社
ア
ル
ビ
レ
ッ

ク
ス
新
潟
（
☎
025

－

257

－

０
１
５
０
）

令和５年度
交通災害共済
　　会員募集

　
交
通
災
害
共
済
は
１
人
年
額
500
円
の

会
費
で
、
交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
を
受

け
た
場
合
に
実
治
療
日
数
に
応
じ
て
見

舞
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度

で
す
。

　
区
長
、
組
長
さ
ん
を
通
じ
て
配
付
さ

れ
た
申
込
書
に
会
費
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、市
内
各
金
融
機
関（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
市
役
所
市
民
課
で
も

ホームページ

下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

　
　
　
４
期
分
は
28
日
ま
で

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
第
４
期

分
の
納
期
限
は
２
月
28
日
（
火
）
で
す
。

忘
れ
ず
に
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
土
地
の
売
買
な
ど
で
受
益
者

の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
「
受
益
者
変

更
申
告
書
」
を
、
ま
た
受
益
者
が
住
所

な
ど
を
変
更
し
た
と
き
は
「
受
益
者
住

所
変
更
申
告
書
」
を
上
下
水
道
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
納
入
に
便
利
な
口
座
振
替

　
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
の
納
入

に
は
、
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
「
口

座
振
替
」
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
上
下
水
道
課

ま
た
は
市
内
の
各
金
融
機
関
、Ｊ
Ａ
各

支
店
、
郵
便
局
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
上
下
水
道
課
庶
務
係

（
☎
内
線
231
）

ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
、
支
援
セ
ン
タ
ー
市
役
所
へ

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り

「
ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
」
出
店
者
募
集

信
濃
川
・
大
河
津
分
水

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
巡
回
展
示

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り
で
開
催
予
定
の

「
ゆ
き
つ
ば
き
マ
ル
シ
ェ
」
に
出
店
す

る
市
内
の
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
加
茂
の
お
い
し
い
も
の
、
楽
し
い
も

の
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
じ
て
、
市

内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
も
っ
と
加
茂
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
企
画
し
ま

し
た
。

出
店
品
目
　
飲
食
、
食
品
販
売
、
物

販
、
体
験
ブ
ー
ス
（
テ
ン
ト
等
備
品
は

有
料
貸
出
も
し
く
は
出
店
者
で
用
意
）

募
　集

16
店
（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

申
し
込
み
　
２
月
16
日

（
木
）〜
28
日（
火
）ま
で

に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
要

項
等
を
確
認
の
う
え
、
申
込
書
を
雪
椿

ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
〒
959

－

１
３
９
２
加
茂
市
幸
町
２

－

３

－

５
、

商
工
観
光
課
内
☎
内
線
131
、
℻
53

－

４

６
７
６
）
へ
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
雪
椿
ま
つ
り
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

広
告
バ
ナ
ー
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

第
57
回
雪
椿
ま
つ
り
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
企
業
の
広
告
バ
ナ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
詳
細
は
同
実
行
委
員
会
事
務
局

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
た
く
さ
ん
の
事
業
者
か
ら
出
店
し
て

い
た
だ
き
、
一
緒
に
雪
椿
ま
つ
り
を
盛

り
上
げ
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
の
出
店
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
　
４
月
15
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
予
定
）

開
催
場
所
　
加
茂
山
公
園
駐
車
場

出
店
料
　
無
料

　
母
な
る
大
地
越
後
平
野
に
恵
み
を
も

た
ら
す
信
濃
川
、
越
後
平
野
の
治
水
の

要
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
守
る
大

河
津
分
水
を
題
材
に
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
し
た
。
巡
回
展

で
は
応
募
総
数
161
点
か
ら

選
出
さ
れ
た
、
入
賞
・
入

選
作
品
23
点
を
展
示
し
ま
す
。

期
　間
　
２
月
27
日
（
月
）
〜
３
月
７

日
（
火
）※
土
日
除
く

時
　間
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

会
　場
　
加
茂
市
役
所

問
い
合
わ
せ
　
信
濃
川
河
川
事
務
所
調

査
課
（
☎
０
２
５
８

－

32

－

３
２
４
２
）

採
用
人
員
　
４
人
程
度

受
験
資
格
　
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

勤
務
先
　
市
内
公
立
保
育
園

勤
務
時
間
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※

早
出
、
土
曜
日
交
代
勤
務
あ
り

報
酬
（
月
額
）
20
万
３
千
806
円

※

期
末
手
当
（
１
・
35
か
月
）
、
通
勤

手
当
あ
り

選
　考
　
面
接
試
験
（
面
接
日
は
応
募

後
に
連
絡
）

申
し
込
み
　
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
２
月
28
日
（
火
）
ま
で

に
こ
ど
も
未
来
課
（
☎
内
線
153
）
へ
。

加茂市介護・看護支援センター
　　　　３月から市役所１階へ

　現在、特別養護老人ホーム第二平成園内にある加茂
市介護・看護支援センターは、３月１日（水）から市
役所１階に移転して業務を行います。
　市役所内の健康福祉課等の関係部署と連携し、高齢
者福祉施策を一体的に進めるためです。

■４月からは「長寿あんしん課（仮称）」
　加茂市介護・看護支援センターは、４月から課名を
「長寿あんしん課（仮称）」に変更する予定です。

会
計
年
度
任
用
職
員

４
月
採
用
　
保
育
士
募
集

ホームページ

ホームページ

移転前 移転後

959-1312 959-1392
石川2丁目2473番地1 幸町2丁目3番5号

電話番号 ☎41-4032
E-mail kaigo@city.kamo.niigata.jp
FAX番号 FAX53-3003 FAX53-4693

場　所 第二平成園内 市役所１階
※健康福祉課の隣

〒・住所

変更なし

県
民
医
療
安
全
相
談
窓
口

ngt040320
@
pref.niigata.lg.jp

問
い
合
わ
せ
　
県
庁
福
祉
保
健
部
地
域

医
療
政
策
課（
☎
025

－

280

－

５
１
８
４
）

お
詫
び
と
訂
正

お
知
ら
せ
版
令
和
５
年
２
月
１
日

№
982
の
６
ペ
ー
ジ
「
令
和
５
年
度
教

養
講
座
受
講
生
募
集
」
の
な
か
で
「
茶

道
（
宗
徧
流
）」
の
講
師
名
が
違
っ
て

い
ま
し
た
。

　
正
し
く
は
「
小
栁
美
成
子
」
さ
ん
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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消

費

生

活

情

報

加
茂
の
風
土
記
・
あ
り
が
と
う
（
寄
附
）

　
イ
ヴ
リ
ー
・
ギ
ト
リ
ス
（
一
九
二
二

〜
二
〇
二
二
）
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
出
身

の
巨
匠
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
で
す
。
近

年
、
か
つ
て
彼
が
加
茂
文
化
会
館
で
開

い
た
公
演
の
録
音
が
Ｃ
Ｄ
発
売
さ
れ
、

一
部
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
（「
ギ

ト
リ
ス
・
ラ
イ
ブ
・
イ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
’82
」）。

　
こ
の
録
音
に
ま
つ
わ
っ
て
、
二
、
三

の
逸
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
五
十

四
年
秋
、
在
京
の
楽
団
と
し
て
初
め
て

読
売
日
本
交
響
楽
団
が
加
茂
市
民
体
育

館
へ
客
演
し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
主

催
者
は
特
別
な
音
響
板
を
作
る
な
ど
会

場
の
改
善
に
努
め
、
聴
衆
の
マ
ナ
ー
も

よ
く
、
楽
団
員
の
感
激
を
誘
っ
た
と
い

い
ま
す
（『
読
売
新
聞
』
昭
和
55
・
５
・

27
）。「
会
場
二
流
、
聴
衆
は
一
流
」
と

評
さ
れ
た
こ
の
公
演
を
き
っ
か
け
に
、

楽
団
は
翌
年
初
来
日
を
控
え
た
ギ
ト
リ

ス
の
公
演
を
橋
渡
し
し
ま
し
た
（『
新

潟
日
報
』
昭
和
55
・
４
・
11
）。
五
十

五
年
五
月
に
加
茂
市
民
体
育
館
で
開
か

れ
た
演
奏
会
は
盛
況
で
、
聴
衆
一
五
〇

〇
人
を
集
め
、
五
十
七
年
十
一
月
の
二

度
目
の
公
演
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
公
演
で
も
、
ギ
ト
リ
ス
の

伴
奏
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
岩
崎
淑
が
勤
め

ま
し
た
。
二
度
目
の
公
演
の
録
音
は
彼

女
の
希
望
で
、
急
遽
会
場
備
え
付
け
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
・
マ
イ
ク
で
収
め
た
と

い
い
ま
す
。
こ
の
希
望
が
、
前
年
十
二

月
に
開
館
し
た
加
茂
文
化
会
館
の
音
響

に
触
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
は
、

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。
録
音
は

生
々
し
い
音
質
で
、
ピ
ア
ノ
と
の
バ
ラ

ン
ス
に
優
れ
、
興
に
乗
っ
た
ギ
ト
リ
ス

が
踏
み
鳴
ら
す
足
音
も
捉
え
て
い
ま

す
。

　
本
盤
を
紹
介
し
た
専
門
誌
に
は
、「
き

わ
め
て
天
衣
無
縫
な
も
の
」「
リ
ン
ク

を
縦
横
無
尽
に
滑
り
回
る
フ
ィ
ギ
ュ

ア
・
ス
ケ
ー
ト
の
シ
ー
ン
を
連
想
」「
目

も
あ
や
な
技
は
た
し
か
に
驚
異
」「
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
た
よ
う
な
切
れ
味
の
鋭
い

鋭
角
的
な
表
現
に
よ
っ
て
、
鬼
気
迫
る

よ
う
な
世
界
が
構
築
」
等
の
批
評
が
並

ん
で
い
ま
す
（『
レ
コ
ー
ド
芸
術
』
二

〇
一
八
年
一
〇
月
号
）。
ギ
ト
リ
ス
と

原
テ
ー
プ
を
所
蔵
す
る
岩
崎
淑
が
発
売

を
許
可
し
た
の
は
、
会
心
の
演
奏
が
収

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
ア
ン

コ
ー
ル
を
含
め
、
本
盤
に
は
当
日
演
奏

し
た
す
べ
て
の
曲
を
収
め
て
い
ま
す
。

加
茂
文
化
会
館
と
巨
匠
が
織
り
な
し
た

一
期
一
会
の
記
録
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
澤
資
裕
）

▼
リ
オ
ン
ド
ー
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
様
か
ら

加
茂
市
へ
　
　
　
　
　
　
　

300
万
円

加
茂
地
域
消
防
へ
　
　
　
　

100
万
円

加
茂
市
へ

▼
近
藤
哲
夫
様
か
ら

「
教
場
教
室
学
び
と
成
長
へ
の
勇
気
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
冊

加
茂
文
化
会
館
収
録
の
歴
史
的
録
音

ギトリス公演のポスター（昭和57年11月3日）
（加茂文化会館所蔵）

し
ゅ
く

て
ん
い
む
ほ
う

じ
ゅ
う
お
う
む
じ
ん

げ
ん

き
ょ
う

「広報かも」は加茂市
ホームページまたは行政
情報アプリ「マチイロ」
からもご覧になれます。

スマホで
広 報 誌
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暮
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
、
計
測
会

22
㈬
仏滅

23
㈭
大安

24
㈮
赤口

25
㈯
先勝

26
㈰
友引

21
㈫
先負

27
㈪
先負

28
㈫
仏滅

2
㈭
赤口

3
㈮
先勝

4
㈯
友引

5
㈰
先負

・信濃川・大河津分水写真コンテスト巡回展
　（～３／７まで、土日除く）
　　　　　　　　　　　市役所 8：30～17：15
・休館（市立図書館、民俗資料館、各コミセン）

・休館（文化会館、温水プール）

・休館（ＢＢＣ）

・特別歴史講演会「地域社会と文化財保護」
　　　　　　文化会館小ホール　14：00～16：00
・定期露店市場
・休館（民俗資料館）

・加茂市介護・看護支援センター　市役所内（健
　康福祉課となり）に移転し業務開始
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・休館（ＢＢＣ）

休日当番医　徳友医院
 　　　　 ☎５３－０１６７ 9：00～17：00

・補聴器相談   市役所相談室４　11：00～12：00
・休館（文化会館、温水プール、ＢＢＣ）

・行政相談　　市役所相談室１ 9：00～11：30
・心配ごと相談
　　　　　　　市役所相談室４ 9：00～15：00
・読もう、語ろうイギリス文学
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・休館（美人の湯、ＢＢＣ）

・休館（公民館・市民体育館、市立図書館、民俗
　資料館、各コミセン）

・シニアスキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00

・なんでも健康相談　　公民館 9：30～11：30
・古典文学の集い・万葉集
　　　　　　　　　市立図書館　10：00から
・定期露店市場

2月・3月

20
友引

2月

㈪

1
大安

3月

㈬

　休日当番医　須田医院
 　　　　 ☎４１－５０２５ 9：00～17：00
・休館（民俗資料館）

か
も
健
康
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　
計
　
測
　
会

　
か
も
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
の

期
末
計
測
会
を

３
月
３
日

（
金
）
、
４
日

（
土
）
に
産
業

セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
ま
す
。

　
参
加
者
の
皆

さ
ん
が
１
年
間

取
り
組
ん
だ

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

に
よ
っ
て
、
ど

の
よ
う
に
変
化
し
た
の
か
を
確

認
で
き
る
大
切
な
機
会
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
計
測
会
当
日
の
所
要
時
間
短

縮
の
た
め
、
二
次
元
コ
ー
ド
の

ア
ン
ケ
ー
ト

フ
ォ
ー
ム
か
ら
の

回
答
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
健
康
福
祉
課
保

険
医
療
係
（
☎
内
線
161
）

月 日 休日当番医 ☎
２／19（日）

３／５（日）
26（日）

堀内医院 ５２－０９５３
みながわ整形外科

須田医院
徳友医院

５３－３８７７
５３－０１６７
４１－５０２５

23（木・祝）

12（日）星野内科医院 ４１－４１４１
19（日）小池内科消化器科クリニック ５３－３３５５

住宅用火災警報器
　　取り付けましたか

　一般住宅での住宅用火災警報器の設置は義務付けられています。大切な生命、財産を火災の魔
の手から守るため、設置しましょう。　問い合わせ　加茂地域消防本部（☎52－1770）

天皇誕生日
　休日当番医　みながわ整形外科
 　　　　 ☎５３－３８７７ 9：00～17：00
・ホリデースキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・シニアスキー教室
　　　　冬鳥越スキーガーデン　14：00～16：00
・休館（市立図書館、民俗資料館）

フォーム

市民憲章  第１条（環境） 豊かな自然を大切にし　住みよいまちをつくります
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潟
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ー
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kam
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city.kam
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●
編
集
・
発
行
　
加
茂
市
役
所
総
務
課
広
報
広
聴
係

●
印
刷
　
㈱
小
野
塚
印
刷
所

人口のうごき　2月1日現在 世帯　10,099 (-16) 人口　24,983  (-69)　
男　12,190  (-30)　女　12,793  (-39)　（　）内は前月比
（1月異動分）出生9 (男6 女3)　死亡56 (男 28 女 28)　転出40　転入18

【有料広告】

【有料広告】

総務課広報広聴係
（☎内線 327）

ちょこっと SDGsちょこっと SDGs
　話題の「SDGｓ」について、ちょこっと学んでい
くコーナーです。第5回目は「ジェンダー」を取り上
げます。

　持続可能な開発目標（SDGs：Sustainable Development 
Goals）とは、2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国
際目標です。
　17 のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一
人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。

目標 5「ジェンダー」
　ジェンダー平等を達成し、すべ
ての女性及び女児のエンパワーメ
ントを行う

　ジェンダーとは、社会的・文化的に形成さ
れた性別のことを言います。家庭や会社、社
会で、ジェンダーにとらわれない暮らし方を
するには何を実践すればいいか、少し考えて
みませんか？

参考：外務省ＨＰ
（https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/about/index.html）

@nanatani.satoyama.farm

Instagramで加茂の様子や風景の写真、自
分で描いた絵を「#かもぴく」をつけて投稿し
ていただいた中から、 1枚ご紹介します。


